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１ 指定理由 

  富士箱根伊豆国立公園は、富士山を頂点とし、伊豆半島から伊豆七島、硫黄海嶺に続

く火山列に起因する火山弧峰、火山カルデラ、半島、列島景観により構成され、フィリ

ピン海プレートがユーラシアプレート及びオホーツクプレートに沈み込むプレートテク

トニクスのダイナミズムを感じることができる国立公園である。 

  本国立公園は、我が国最高峰の富士山を中心とした山々、富士五湖と称される山中湖

等の湖沼群、また富士山山麓の溶岩流上に広がる青木ヶ原樹海と言った原生林を擁する

山岳等、湖沼及び山林の一体的景観に加え、箱根外輪山に囲まれた地域では、箱根カル

デラ内の芦ノ湖及び仙石原を中心とする火口原部、神山及び駒ヶ岳を中心とする中央火

口丘部、早川及び須雲川により深く刻まれた渓谷部等、変化に富む繊細な景観を有する

ことから、昭和 11年に富士箱根国立公園として指定された。 

  また、昭和 30年には、複雑な火山活動と一体の隆起沈降によって形成され、中央部の

Ｕ字形の山稜地帯と東部及び南西部の特異な海岸地形を有し、温泉や幾多の史跡に富ん

でいる伊豆半島地域を編入し、併せて、富士箱根伊豆国立公園と名称を変更した。 

  さらに、昭和 39 年には、上記と一体的な火山列島として、また伊豆半島との利用の関

連が多いこと等により、伊豆諸島地域が編入された。 

  以上のように、火山孤峰、火山カルデラ、半島・列島景観を風景形式とし、それと一

体的な風致景観を構成する区域を、我が国を代表する傑出した景観を有する地域として

国立公園に指定しているものである。また、本国立公園のテーマを「太平洋の島々から

から霊峰富士を繋ぐ一大火山群～火山地形と文化が創り出す多様な景観～」とし、成層

火山、火山カルデラ、火口湖、火口原湖等の景観要素からなる風致景観を保全し、これ

らの適切な利用を推進する。 

 

本国立公園のうち、伊豆半島地域は、昭和 30 年に国立公園として指定され、その後、

昭和 56 年に山稜部、昭和 58年に海岸部の公園計画の全般的な見直し（再検討）を実施

し、平成２年、平成８年及び平成１７年にそれぞれ点検を実施している。 

  伊豆半島は、海底火山や火山島がプレートの移動により本州に衝突して形成されたと

いう特異な成り立ちを持ち、複雑な火山活動、隆起沈降、浸食活動等により、複雑な地

形の山稜と、海蝕崖、砂浜・礫浜、岩石海岸など多様な地質及び形体の海岸を有する。

国立公園はこのうち、主要な観光道路の沿線を中心に、Ｕ字形の山稜に沿った細長い帯

状の地域と海岸沿いの帯状の地域が指定されている。  

当該地域の特徴的な植生は、天城山周辺の温帯性の天然林と、海岸部の海岸植生であ

る。天城山周辺の天然林は、ブナ林を中心に、ヒメシャラ、ナラ、カエデ、アセビ等が

混生し、下層植生として、アマギシャクナゲの群落がある。海岸部は、スダジイを中心

とする照葉樹や、ウバメガシの林が見られる。 

 



 

２ 地域の概要 

  伊豆半島地域は、静岡県に位置し、行政上６市６町が公園区域に指定されている。 

 

（１） 景観の特性 

ア 地形・地質 

 伊豆半島は、全域ほとんど火山岩及び火成砕屑岩からなり、その基底は海岸火山と

して噴出した安山岩、石英粗面岩及びこれらの集塊岩、凝灰岩からなりたっている。 

 半島中央部では、天城山を中心としたＵ字形の山稜地帯が東西に裾を伸ばして海岸

線にせまり、東部では先原の熔岩原となり、幾多の小火山をのせ、西部でも海岸にせ

まって随所に海蝕崖の美観を呈し、南西部では、海岸に蛇石火山一帯の山地が迫って、

伊豆半島中、最も海岸風景の優れた地帯を構成する。 

 伊豆半島は、複雑な火山活動と一帯の隆起沈降によって複雑な地形を呈し、火山活

動の地史は学術的にも極めて興味が多い。これらの中で特に注目されるのは、中央部

の山稜地帯と南西部の特異な海岸地形である。 

 山稜地帯では天城山が第一に挙げられる。天城火山は万三郎岳を主峯とする開析の

進んだ火山で万三郎、万二郎とつづく主稜線は南に広がり、天城火山のカルデラ壁の

残存部と考えられる。また、天城火山の側火山は１５を数えるが中でも矢筈山、岩山

はベロニーテの典型を示し、更に東には大室山の熔岩台地が発達して海に入り、大室

山、小室山のアスピコニーデを配している。西方の八丁池は火口湖の熔岩流出の跡と

認められる。また、達磨山はハワイ式のアスピーラとして考えられており、山頂から

駿河湾を隔てた富士の展望は極めて優れている。 

 南端の石廊崎一帯は、凝灰質の集塊岩の海蝕崖を呈し、リアス式の小湾入を配して

地形に変化を与え、波勝崎を中心とする一帯は、凝灰岩を伴う石英安山岩の海蝕崖で、

中でも野猿の生息する波勝崎の海蝕崖は２６０ｍに達している。 

 堂ヶ島の一帯は白色の凝灰岩を主体とする松島風の景観地であり、天窓洞は伊豆海

岸に多い海蝕洞のうち最も興味が深く、天然記念物に指定されており、西南部海岸の

一帯は全域名勝に指定されている。 

 

イ 植生・野生生物 

（植生について） 

 本地域一帯は、古くから開発された関係上、植生的にはあまり見るべきものはない

が、その中で最も特色のあるものは天城山を中心とする温帯性の原始的な景観である。 

その一部はブナの純林を呈し、一部はブナ、ヒメシャラ、ナラ、カエデ、アセビ等

の混生する自然林となっている。 

 万二郎、万三郎の一帯にはアマギシャクナゲの群落があって、５月～６月の花期に

は利用者の目を楽しませる。 



 

海岸地域の樹木はクロマツ、ウバメガシが最も多く、トベラ、ユズリハ、シヤリン

バイ、マサキ等が混生しており、ウバメガシの純林がかなり見られる。 

南部及び西部にはイブキが多く、伊豆の風景の構成要素ともなっており、特に大瀬

崎のイブキの巨木林は最大級の群落となっている。 

草本類としては、ミヤマワラビ、アマギササ、イソギク、ハマハタザオ等が見られ、

砂礫地にはハマゴウ、イワダイゲキ等が多い。当該域の特異な植生としては、本来山

岳にあるツメレンゲ、ヒロハキリンソウ等が海岸の崖地に見られ、また高原性のアズ

マギクが白浜の海岸砂丘に見られることが興味を引く。 

（野生動物について） 

本地域の哺乳類としては、波勝崎の猿がよく知られている。 

景観のうえから言って絶景地であるこの地に野生の日本猿が群棲しており、訪れる

人達の人気の的ともなっている。 

このほか、シカ、イノシシ、キツネ、イタチ、アナグマ、ノウサギ、リス等が生息

している。 

一方、鳥類としては、コマドリ、オオルリ、コルリ、ウグイス、メジロ、シジュウ

カラ、ムクドリ、キジバト等が生息しており、亜熱帯性の植物が繁茂する南海岸では、

冬期もハクセキレイ、セグロセキレイ、タヒバリなどが見られている。 

 

  ウ 自然現象 

伊豆は、温泉の宝庫であり、区域の内外に亘って約３０湯の温泉が数えられる。 

東海岸には、伊東、熱川、稲取、今井浜等の名温泉が有り、中央部に畑毛、韮山、

伊豆長岡、修善寺、湯ヶ島、船原等の名温泉、南部には蓮台寺、下田、下賀茂の各温

泉、西海岸には土肥、堂ヶ島、大沢等の温泉が湧出して国民の保健休養の基地として

活用されており、その豊富な湧出量は、多数の利用者を受け入れる基盤となっている。 

本地域の気象は著しく海洋性を帯びて全体的に温暖であり、冬期は本邦中で最も温

暖な地域に属し、殊に南伊豆においては冬期氷点下になることはまれであり、南端の

石廊崎一帯は無霜地帯でもある。 

雨量はやや多いが、日照時間は本邦中でも多い地帯に属し、豊かな陽光と濃藍の海

によって南国的な風景を構成している。 

 

  エ 文化景観 

伊豆は自然条件に恵まれていたため、公園区域の内外に亘って先住民族による遺跡

が多く、中期縄文式遺跡は東海岸及び南海岸の塊岩地殻に分布しており、その分布密

度も濃厚である。近世に入っては遠流の地としての伊豆、曽我物語、あるいは日蓮上

人の流刑に伝わる数々の遺跡や、下田におけるペルリの条約締結、ハリスの領事館開

設など数々の多彩な遺構旧跡に富んでおり利用者の興味を引くものが少なくない。 



 

海岸地帯に点在して発達する農耕地、集落地等は紺碧の海と明るい陽光と暖国的植

物により伊豆の景観を助長し、南端地帯及び東西海岸の一部には温泉利用の温室や、

花卉の露地栽培が各地に見られて色彩を添え、それに加えて、富士山の遠望あるいは、

伊豆諸島の添景もあって、自然景観に劣らぬ優れた人文景観を呈している。更に伊東、

熱川、稲取、西浦等には柑橘の栽培が盛んであり、柑橘園の風景とカゴワ沢下、天城

越車道の沿線には、ワサビ田が点在しており、伊豆の特色の一つとなっている。 

 

（２） 利用の現況 

本地域は、レクリエーション利用の性格の強い公園であり、個々の地がそれぞれ特色

のある利用がなされつつ全体として多様な利用がなされている。 

首都圏から近いため、くり返し訪れる利用者が多く、他の公園と比較して見物、行楽

型よりも温泉保養、慰安、釣、海水浴等の保養レクリエーション型が多く、全体として

滞在型の利用が多い。 

利用期としては、南伊豆は夏型であるが、全体としては通年利用されている。本地域   

の利用者数は約 3,418 万人（平成 25 年：静岡県観光交流の動向）である。 

 

（３） 社会経済的背景 

  ア 土地所有別 

    伊豆半島地域は、公園区域 22,439ha のうち、以下の内訳となっており、私有地の

割合が高い。 

    国有地  6,403ha（28.5%） 

    公有地  3,136ha（14.0%） 

    私有地 12,900ha（57.5%） 

 

  イ 人口及び産業 

    本区域に関係する各市町村の人口の推移は、次のとおりである。 

市 町 名 
人口（人） 

平成 17 年 

人口（人） 

平成 22 年 

人口（人） 

平成 27 年 

沼津市 208,005 202,304 192,535 

熱海市 41,202 39,611 37,400 

伊東市 72,441 71,437 68,667 

下田市 26,557 25,013 23,093 

伊豆市 36,627 34,202 31,363 

伊豆の国市 50,011 49,296 48,646 

東伊豆町 15,165 14,064 12,882 

河津町 8,303 7,998 7,478 



 

南伊豆町 10,003 9,516 8,738 

松崎町 8,104 7,653 6,831 

西伊豆町 10,372 9,469 8,317 

函南町 38,803 38,571 38,089 

平成 17 年、平成 22 年（国勢調査結果）、平成 27 年（5月 1日）（国勢調査確定値の推計人口） 

 

本地域の人口を国勢調査結果等から見ると平成 17年調査と平成 27 年調査を比

較すると、すべての市町村で人口が減少している。 

産業の基幹産業は、温泉利用を中心として、保養、海水浴、ダイビング、キャン

プ、釣り、散策など多様な観光業となっており、第３次産業従事者が７割以上を占

めている。工業については、一般機械、金属製造業が点在する程度である。農林水

産業としては、温暖な気候から果樹、花卉、いちご、わさびなどが栽培され、また、

しいたけも伊豆市を主体に栽培者も多い。水産業は、沿岸漁業を主体に、アジ、キ

ンメダイ、イセエビ、アワビなどが水揚げされ、直接、地元の民宿、ホテル等へ提

供されるものも多い。 



 

  ウ 権利制限関係 

（ア）保安林 

（国有林） 

種 類 位 置 重複面積（ha） 当初指定年月日 

水源のかん養 

伊豆市 1,368.3  

伊豆の国市 22.5  

東伊豆町 301.9  

河津町 360.2  

西伊豆町 278.0  

土砂の流出の防備 熱海市 89.5  

公衆の保健 

熱海市 89.5  

伊豆市 1,094.3  

東伊豆町 301.9  

河津町 145.0  

西伊豆町 278.0  

名所又は旧跡の風致の保存 熱海市 89.5  

（公有林・民有林） 

種 類 位 置 重複面積（ha） 当初指定年月日 

 

 

水源のかん養 

沼津市地内 329.6 昭和 52 年 8 月 10 日 

伊東市地内 197.6 昭和 34 年 8 月 6 日 

伊豆市地内 132.8 昭和 8年 2月 14 日 

伊豆の国市地内 43.7 昭和 52 年 7 月 28 日 

東伊豆町地内 24.3 平成 15 年 8 月 8 日 

函南町地内 114.9 昭和 11 年 6 月 15 日 

 

 

土砂の流出の防備 

沼津市地内  108.9 昭和 41 年 11 月 18 日 

熱海市地内 128.5 大正 15 年 5 月 13 日 

伊東市地内 233.5 大正 14 年 5 月 20 日 

伊豆市地内 189.3 昭和 9年 11 月 13 日 

伊豆の国市地内 9.0 昭和 9年 1月 13 日 

函南町地内 190.2 昭和 7年 1月 8日 

 

土砂の崩落の防備 

沼津市地内 1.5 昭和 16 年 5 月 7 日 

伊豆市地内 17.0 昭和 9年 11 月 13 日 

東伊豆町地内 0.24 昭和 8年 2月 14 日 

南伊豆町地内 6.63 昭和 8年 2月 15 日 



 

 

種 類 位 置 重複面積（ha） 当初指定年月日 

土砂の崩落の防備 松崎町地内 3.46 昭和 60年 7 月 9日 

西伊豆町地内 210.7 昭和 33年 12 月 17 日 

公衆の保健 

 

 

 

 

沼津市地内 2.4 平成 7年 6月 20 日 

熱海市地内 34.4 昭和 53 年 5 月 23 日 

伊東市地内 33.9 大正 10 年 5 月 26 日 

伊豆市地内 44.3 昭和 57 年 11 月 5 日 

南伊豆町地内 0.59 昭和 58年 6 月 3日 

函南町地内 3.2 昭和 46 年 4 月 27 日 

飛砂の防備 
沼津市地内 1.0 明治 31 年 1 月 1 日 

下田市地内 1.47 明治 31年 1 月 1日 

風害、水害、潮害、干害、

雪害又は霧害の防備 

 

沼津市地内 3.60 明治 31 年 1 月 1 日 

下田市地内 0.37 昭和 19年 1 月 22 日 

南伊豆町地内 1.08 昭和 18年 3 月 8日 

なだれ又は落石の危険の防止 南伊豆町地内 0.29 平成 7年 3月 31 日 

 

魚つき 

 

伊東市地内 81.2 大正 5年 1月 29 日 

下田市地内 24.57 明治 43 年 5 月 28 日 

南伊豆町地内 2.08 明治 43年 5 月 28 日 

名所又は旧跡の風致の保存 西伊豆町地内 1.08 明治 31年 1 月 1日 

 

（イ）鳥獣保護区 

（県指定） 

種 類 位 置 重複面積（ha） 当初指定年月日 

姫の沢鳥獣保護区 熱海市地内 41.0  昭和 55 年 10 月 24 日 

鹿ヶ谷鳥獣保護区 熱海市地内、伊豆の国市地

内 

35.7  昭和 55 年 10 月 24 日 

川奈鳥獣保護区 伊東市地内 481.0  昭和 33 年 11 月 3 日 

伊東市大室高原鳥獣保護区 伊東市地内 640.5  昭和 35 年 1 月 16 日 

伊東市八幡野小学校野鳥愛

護林 

伊東市地内 15.0  昭和 50 年 11 月 1 日 

天城高原鳥獣保護区 伊東市地内、伊豆市地内 576.0  昭和 37 年 6 月 12 日 

伊東市大池小学校野鳥愛護

林 

伊東市地内 7.0  昭和 41 年 3 月 29 日 

下田鳥獣保護区 下田市地内 200.0 昭和 45 年 10 月 20 日 



 

伊豆市修善寺公園鳥獣保護

区 

伊豆市地内 69.7  昭和 42 年 3 月 31 日 

天城鳥獣保護区 伊豆市地内 276.0 昭和 55 年 10 月 24 日 

天城中学校野鳥愛護林 伊豆市地内 15.1  昭和 40 年 1 月 22 日 

達磨山柿木鳥獣保護区 伊豆市地内、東伊豆町地

内、河津町地内、西伊豆町

地内 

264.9  昭和 57 年 10 月 29 日 

韮山鳥獣保護区 伊豆の国市地内 90.7  昭和 45 年 10 月 20 日 

霊友会周辺鳥獣保護区 東伊豆町地内 155.2 昭和 42 年 12 月 15 日 

トモロトンネル鳥獣保護区 東伊豆町地内 33.0 昭和 9年 11 月 21 日 

黄金崎鳥獣保護区 西伊豆町地内 4.0 平成 11 年 10 月 26 日 

箱根西麓鳥獣保護区 函南町地内 260.9  昭和 62 年 10 月 23 日 

 

（ウ）史跡名勝天然記念物 

区 分 名 称 位 置 指定年月日 

国指定史跡 
玉泉寺 下田市 昭和 26 年 6 月 9 日 

神子元島燈台 下田市 昭和 44 年 7 月 25 日 

国指定名勝 伊豆西南海岸 
松崎町、西伊豆

町、南伊豆町 

昭和 12 年 6 月 15 日 

 

国指定天然記念物 

大瀬崎ビャクシン樹林 沼津市 昭和 7 年 7 月 25 日 

大室山 伊東市 平成 22 年 8 月 5 日 

蓮着寺のヤマモモ 伊東市 平成 11 年 1 月 14 日 

伊古奈比咩命神社のアオギリ自生

地 
下田市 昭和 20 年 2 月 22 日 

ナチシダ自生北限地 河津町 昭和 28 年 3 月 31 日 

手石の弥陀ノ岩屋 南伊豆町 昭和 9年 12 月 28 日 

堂ヶ島天窓洞 西伊豆町 昭和 10 年 8 月 27 日 

県指定史跡 井田松江古墳群２３基 沼津市 平成 7 年 3 月 20 日 

県指定天然記念物 

田牛ハマオモト自生地 下田市 昭和 13 年 9 月 29 日 

白浜神社のビャクシン樹林 下田市 昭和 44 年 5 月 30 日 

浄蓮のハイコモチシダ群落 伊豆市 昭和 39 年 10 月 6 日 

子浦のウバメガシ群落 南伊豆町 昭和 37 年 2 月 27 日 

白鳥神社のビャクシン 南伊豆町 昭和 42 年 10 月 11 日 

瀬浜海岸のトンボロ 西伊豆町 昭和 58 年 9 月 27 日 



 

町指定史跡 

下田城址 下田市 昭和 48 年 6 月 12 日 

遠国島遺跡 下田市 昭和 49 年 3 月 20 日 

火達山遺跡 下田市 昭和 49 年 3 月 20 日 

三穂ヶ崎遺跡 下田市 昭和 49 年 3 月 20 日 

下田奉行所跡 下田市 昭和 51 年 5 月 27 日 

下田御番所跡 下田市 昭和 51 年 5 月 27 日 

三穂ヶ崎台場遺跡 下田市 平成 23 年 12 月 1 日 

稲取燈台 東伊豆町 昭和 57 年 9 月 13 日 

硫黄採掘の跡 東伊豆町 平成元年 4月 1日 

市町指定名勝 タライ岬－釜の浦海岸 下田市 昭和 51 年 5 月 27 日 

市町指定天然記念

物 

 

 

 

久連神社社叢 沼津市 昭和 52 年 12 月 22 日 

伊吹ビャクシン 伊東市 昭和 45 年 5 月 12 日 

かんのん浜ポットホール 伊東市 平成 14 年 3 月 28 日 

大室山スコリアラフト 伊東市 平成 22 年 5 月 26 日 

はまぼう樹林 下田市 昭和 44 年 4 月 25 日 

ヒカリモ 下田市 昭和 48 年 10 月 6 日 

中・神明神社のナギ一対 西伊豆町 平成元年 10 月 20 日 



 

３ 公園区域 

  富士箱根伊豆国立公園（伊豆半島地域）の区域を次のとおりとする。 

（表１：公園区域表） 

 
 県名 

 
          区                     域 

 
 面積（ha） 

 
静岡県 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沼津市 
 大字内浦重須、大字内浦重寺、大字内浦長浜、大字内浦三津、大字西浦足 
 保、大字西浦江梨、大字西浦木負、大字西浦久連、大字西浦久科、大字西 
 浦古宇、大字西浦足保、大字西浦平沢、大字井田及び大字戸田の各一部 
 
大字井田字上条、字神田、字低り山、字熊崎、字郷戸、字酔木、字下条、

字中畠、字仲浦、字浜田及び字浜田の全部並びに字池端、字柴山、字下り

山、字田向、字萩原及び字宮後の一部 

 
大字戸田字御浜の全部並びに字牛ヶ洞、字鬼川、字外沢海、字沢海、字日
向及び字柳ヶ窪の各一部 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    2,380 

熱海市内 
 国有林伊豆森林管理署 
   1001 林班及び 1004 林班から 1009 林班までの各一部 
熱海市 
 大字熱海、大字上多賀及び大字下多賀の各一部 
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伊東市 
  大字富戸の全部並びに大字赤沢、大字新井、大字池、大字宇佐美、大字岡、 
 大字荻、大字鎌田、大字川奈、大字玖須美元和田、大字十足、大字松原、 
 大字八幡野、大字湯川及び大字吉田の各一部 
 
大字赤沢、字下入谷及び字下草崎の全部並びに字浮山、字小浦及び字下大

峯の各一部 

 

大字川奈、字磯道、字一本松、字ウバコ坂、字大小浦、字大畠、字奥水無

田、字コウドウ、字小浦坂、字下小ヶ久保、字センジャ窪、字殿山道上、

字梨木洞、字西鬼ヶ窪、字林ノ上、字東鬼ヶ窪、字水無田及び字山道の全

部並びに字石神、字市草、字上小坂、字小浦台、字古久保、字コガイトウ、

字下小坂、字出口、字殿山道下、字長門洞、字中ミヨ、字東小路、字瓢箪

洞、字ヒラット、字前瓢箪洞、字宮小路及び字向沢の各一部 

 

大字玖須美、字元和田、字逆川、字長ミヨ及び字左城星の各一部 

 

大字十足、字東田、字前畑及び字横木の全部並びに字新山、字御日神山、

字瀬戸、字堀切及び字水口山の各一部 

大字富戸、字芦田原、字磯道、字イリヤ、字岩下、字クズレ、字郷土上道、

字丁場、字西、字萩原、字原、字払の上、字東、字ヒラセ、字的場、字宮 

 
     

5,546 

 の上及び字横払の全部並びに字大沢、字大平、字大洞、字街道下、字川奈道、

字黒草、字先原、字沢向、字三野原、字根原、字花生場、字深久保、字堀田、

字堀田久保及び字丸尾の各一部 

 



 

県名        区                域  面積（ha） 

 

静岡県 

伊東市 

大字八幡野、字エビン、字小面、字小峯久保、字紺の尻、字坂の上、字瀬

戸畑、字峠、字仲畑、字東町、字松の木畑、字向町及び字横林の全部並び

に字上道、字下夕畑、字瀬戸山、字西の洞、字西畑、字萩ヶ久保及び字萩

ヶ久保上の各一部 

 
大字吉田、字阿原、字上ノ川、字北川、字伝馬場、字同毛畑、字中丸、字
西川、字登り、字保代、字丸塚、字向及び字柳畑の全部並びに字一本松、
字塩置場、字シヨフデ、字樋洞、字樋洞入、字長畑、字長畑道上、字保代
山、字丸池及び字向山の各一部 
 

 

 
 

下田市 
  赤根島、犬走島、神子元島及びミサゴ島の全部並びに３丁目、５丁目、西 
 本郷１丁目、大字柿崎、大字吉佐美、大字敷根、大字白浜、大字須崎、大 
 字田牛、大字中の各一部 
 
大字柿崎字上野山、字腰越、字小西久保、字高磯、字高浜、字寺ノ上、字
浜条、字庇湯、字間戸浜、字宮ノ背及び字吉野上の全部並びに字大坪、字
柑子久保、字嵯峨、字坂ノ段、字沢田、字白山、字外浦、字凧山、字田代、
字梨ノ木、字西久保、字浜田、字白和山、字本作、字本作山、字間戸山、
字向山及び字矢合の各一部 
 
大字吉佐美字入田、字釜脇、字釜鋳岳、字喜背谷、字地保根、字清石山、
字竹ヶ浦、字多々戸、字長石、字名古山、字比良平、字広畑、字前磯及び
字宮井戸の各一部 
 
大字白浜字一色、字梶浦、字釜ノ上、字小根浜、字チイキノ、字砥川、字
長田及び字三穂ヶ崎の各一部 
 
大字須崎字池ノ段、字大ヶ久保、字尾竹山、字越頼、字川上、字小白浜、
字坂口、字坂条、字下条、字社ノ上、字高浜、字高山、字東龍庵及び字西
越の各一部 
 
大字田牛字垣内の全部並びに字上条、字奥之入、字海後原、字金草原、字
三太山、字タタラ山、字坪ノ内、字長谷、字番匠瀉、字平谷及び向山の各
一部 
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伊豆市内 
  国有林伊豆森林管理署 
  ２９林班、３０林班、５４林班、７７林班、７８林班、８１林班、８９林 
 班から９３林班まで、１０９林班、１２６林班から１３４林班まで、１８ 
 １林班、１８２林班及び２０１林班の全部並びに４林班、５林班、１２林 
 班から１５林班まで、５３林班、７９林班、８０林班、９４林班、９５林 
 班、９９林班から１０６林班まで、１０８林班、１１１林班から１１４林 
 班まで、１１６林班から１２５林班まで、１３５林班から１４１林班まで、 
  

 

 

4,866 



 

県 名 区                  域 面積（ha） 

  
１４６林班、１４７林班、１５２林班から１５４林班まで及び１６６林班 

 から１６８林班までの各一部２７８林班及び３０３林班の全部並びに２
５１林班の一部 

 
伊豆市 
 大字大沢、大字修善寺及び大字堀切の各一部 
 大字小土肥、大字小下田、大字土肥及び大字八木沢の各一部 
 大字大平柿木、大字門野原、大字上船原、大字湯ヶ島及び大字吉奈の各一 
 部 
 大字上白岩、大字下白岩、大字菅引、大字徳永及び大字冷川の各一部 
 
大字小土肥、字石会、字大川端、字北の宮、字黒根、字中瀬、字中泓、字

浜及び字宮の前の全部並びに字磯辺、字清水、字温湯、字南及び字矢戸の

一部 

 

大字八木沢字尾羽根、字小池、字小池新田、字小池浜、字尾袋、字出口、

字西ノ浜、字浜田、字広田、字横上及び論田の全部並びに字間洞、字赤坂、

字井原、字上野、字大西、字掛田、字砂田、字中大浦、字西田、字西洞、

字古川、字洞山、字松原、字三石口、字巻、字向畑、字祐銭洞及び字横船

の各一部 

 

 

伊豆の国市 
大字長瀬、大字韮山多田、大字浮橋、大字田原野及び大字長者原の各一部 
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 賀茂郡東伊豆町内 
  国有林伊豆森林管理署 
  ６９０林班、６９３林班から７０１林班まで、７０４林班、７０５林班、 
 ７２７林班及び７３８林班の各一部 
賀茂郡東伊豆町 
 大字稲取、大字大川、大字片瀬、大字白田及び大字奈良本の各一部 
 
大字片瀬字上流田、字小久保、字三之口、字外浜田、字中ノ瀬、字流田、

字西之川、字浜田、字原田、字湗之頭、字渕ノ川、字松合、字宮ノ前、字

薮合及び字山下の全部並びに字赤道、字新井川、字磯山、字大沢、字小磯、

字小井戸、字水伸前、字竹ノ平、字用畑及び字横平山の各一部 

 

大字白田字馬場、字欄下、字宮内、字宮下及び字向川原の全部並びに字大

久保、字クルチツ、字塩竃、字下宮後 、字竹下、字中宮後、字長谷川、字

本林、字前河内、字宮後及び字矢崎の各一部 

 

大字奈良本字赤坂、字赤松、字熱川、字石荒田、字一本松、字大久保、字

上小田原、字川洞、字小橋、字下松葉、字濁川、字浜田の全部並びに字磯

辺、字温泉ノ上、字釜屋敷、字小栖坂、字下町、字下小田原、字高磯、字

田ノ尻、字トドキ、字中平、字浜山、字松葉、字山岸及び字六本松の各一

部 

 

   1,192 



 

県 名          区             域  面積（ha） 

 賀茂郡河津町内 
  国有林伊豆森林管理署 
 ６３２林班から６３９林班までの全部並びに５９２林班、５９４林班から 
 ５９９林班まで、６１４林班、６２０林班、６２１林班、６２４林班、６ 
 ２６林班から６３１林班まで及び６４５林班から６５１林班までの各一
部 

 
賀茂郡河津町 

 大字梨本、大字縄地、大字浜、大字見高及び大字谷津の各一部 

 

大字縄地字穴口の一部 

 

大字浜字菖蒲沢山の一部 

 

大字見高字川東、字段間及び字中田尻の全部並びに字上田尻、字川上、字

川西、字背戸ノ田、字塔峯及び横道の各一部 

 

大字谷津字黒石、字新町、字鈴原、字平戸、字平戸山及び字館之内の各一

部 

       868 

 賀茂郡南伊豆町 
 石取根、サク根、トイ根、平根及び横根の全部並びに大字伊浜、大字入間、 
 大字石廊崎、大字大瀬、大字加納、大字上賀茂、大字子浦、大字下流、大 
 字下賀茂、大字手石、大字湊及び大字妻良の各一部 
 
大字伊浜字中島の一部 

 

大字入間字窪條、字小城、字里、字里條、字島條、字成畑、字的場條、字

休石及び字和久良の全部並びに字庵ノ上、字大池、字大平、字上神田、字

神巻、字小田原、字駒ヶ谷、字駒ヶ山、字指向、字沢ノ上、字下神田、字

白岩、字谷ノ上、字狸瀬、字銚子、字長窪、字長登、字西浜田、字浜田、

字浜ノ上、字平戸、字宝録、字前田、字宮ノ上、字宮ノ前、字矢崎及び字

若宮の各一部 

 

大字石廊崎字刈田、字伊波本、字伊波本側、字大谷、字大谷間、字敷地、

字敷地山、字鍋浦、字鍋浦山、字登立、字平上、字本瀬及び字本瀬入の各

一部 

 

大字大瀬字前浜及び字御堂山の全部並びに字カモヤ、字口谷、字コロケ、

字施行地、字高見、字高見山、字立野、字谷、字タホウ、字峠、字流田及

び字向山の各一部 

 

大字加納字東通、字向田及び字八重ヶ瀬の全部並びに字朝倉口、字神内、

字古山、字権現、字䦰谷戸、字洞山、字前ノ原、字三久保、字森ノ前、字

森山及び字矢熊の一部 

 

大字上賀茂字笹原及び字笹原平の一部 
 

      2,383 



 

 

県 名 
        区                 域 面積（ha） 

  賀茂郡南伊豆町 
 

大字子浦、字上ノ山、字真子浦及び字和久良の全部並びに字伊鈴浜、字岡

道、字上河原、字神田、字坪井、字中浜、字浜田及び字宮ノ谷の各一部 

 

大字下流字源田山、字中村小路及び字無双ヶ谷の全部並びに字天神山、字

中ノ田及び字本南の各一部 

 

大字下賀茂字休石の全部並びに字朝倉、字九條、字寺井前、字寺谷戸、字

遠見、字原、字日詰及び字谷戸洞の各一部 

 

大字手石字海老穴、字小稲坂下、字小稲里條及び字横瀬の各一部 

 

大字湊字大原條、字汐入及び字前川の全部並びに字池田、字上条、字三本

松及び字二本松の各一部 

 

大字妻良字宇正住及び字東條の全部並びに字風早、字西谷、字南谷及び向

井條の各一部 
 

 

賀茂郡松崎町 
  大字石部、大字岩地、大字江奈、大字雲見及び大字道部の各一部 
 
大字石部字前田の全部並びに字アゼ、字上ノ山、字附ノ浦、字黒﨑、字小

船及び字中附ノ浦の各一部 

 

大字岩地字古浦浜、字西之田、字船付浜及び字前浜の全部並びに字郷戸、

字古浦浜上、字清水、字荻沢、字広田、字広田上及び峯ノ段の各一部 

 

大字雲見字入谷、字仲田及び字向田の全部並びに字上ノ山、字笠松山、字

金沢、字雲見嶽、字スミヨシ、字長ヶ磯、字八敏所及び字薮ラ磯の各一部 
大字道部字横道及び字横道上の各一部 

        546 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賀茂郡西伊豆町内 
 国有林伊豆森林管理署 
 ４０５林班、４１８林班、４２２林班から４２４林班まで、４３９林班、 
 ４４２林班及び４５７林班から４５９林班までの全部並びに４０６林班、 
 ４１２林班、４１３林班、４１６林班、４２６林班及び４３１林班から４ 
 ３８林班までの各一部 
賀茂郡西伊豆町 
 大字田子及び大字仁科、大字安良里及び大字宇久須の各一部 
 
大字田子字井之窪、字入谷、字姥ヶ崎、字太田、字大城坊、字峠下、字仲

田、字長玉、字浜田、字向山及び山崎の全部並びに字合ノ浦、字上ノ山、

字上野山、字奥ノ沢、字兼山、字岩殿山、字狐石、字小峯、字三反畑、字

地頭田、字城ヶ平、字高畑、字中谷、字半部、字東合之浦、字東姥浦、字

東地頭田、字平床、字仏沢、字弁天山、字南地頭田、字南山、字美濃田、

字狸久保及び字横道の各一部 

      1,484 



 

 

県 名 
 

区                   域 
面積（ha） 

 賀茂郡西伊豆町 

大字仁科字安城、字安城山及び字高山の全部並びに字清水沢の一部 

  大字安良里字足山、字磯渡、字猪山、字浦上、字浦水、字坂 本、字堂ヶ
瀬、字向坂及び字八木の各一部 

 

 

  
田方郡函南町 

 大字軽井沢、大字桑原、大字丹那及び大字畑の各一部 
       979 

  

これらの地域の海岸、地先島しょ及び地先岩礁並びに地先海面の全部 

 

 

 
合            計     22,439 
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１ 基本方針
富士箱根伊豆国立公園伊豆半島地域は、昭和30年3月15日に当時の富士箱根国立公園に編入
され、現在に至っている。
本地域は、伊豆半島の海岸線一帯の大部分及び山稜部の一部が公園に指定されており、また、
首都圏からも比較的近いこともあり、指定後60年を経過する間に農山漁村の生活、生産の場と
しての集落化の進行等により景観の質が変化する一方、道路の新設、改良による利用動線の変
更等、公園利用形態にも変化が生じている。
このため、今回これらの社会的条件の変化に対応して、適正な保護及び利用を図るため公園
計画の点検を実施し、土地利用現況との整合を図るため、以下の方針により公園計画を定める。

（１）規制計画
ア．保護規制計画
（ア）特別保護地区
特別保護地区は本地域において稀少となった原生林及び暖帯性植物群落を有する地区
で、今後とも厳正に景観の保護を図っていくことが必要な地区とする。

（イ）第１種特別地域
第１種特別地域は、本地域の景観の主体をなす地域で、自然景観を極力保護することが
必要な地域とし、海蝕崖及びすぐれた自然植生等の残っている地域とする。

（ウ）第２種特別地域
第２種特別地域は、良好な自然状態を保持している地域で、農林漁業との調和を図りつ
つ、極力自然景観の保護に努めることが必要な地域及び主要な利用地域周辺の地域とする。

（エ）第３種特別地域
第３種特別地域は、本地域の景観を全体として維持するために必要な地域及び公園利用
を図る上で必要な地域のうち、農林漁業等との調整を十分配慮することが必要な地域とす
る。

（オ）普通地域
普通地域は、漁村集落地、農耕地等で特別地域の資質は失っているものの、一体的に風
景の保護を図ることが必要な地域とする。

（２）事業計画
ア．施設計画
（ア）利用施設計画
本地域の主たる利用形態は、興味地点を自動車交通により結ぶ道路公園的利用であり、
ほぼ全域に亘って湧出する数多くの温泉での保養と、そこを利用拠点としての自然探勝、
散歩、釣、海水浴等及びこれらの利用拠点間の移動手段としてのドライブなどが中心とな
っている。

ａ．集団施設地区
湊集団施設地区は、伊豆半島の南端近くに位置し、気候は年間を通じて温暖で、太平洋
に面した延長約１kmの弓ヶ浜を中心とする帯状の地域である。本地区の背後には小さな集
落があるものの、周辺にはシイ、カシ等の広葉樹林が広がっている。この恵まれた環境を
活かし、伊豆半島南部の自然探勝や海水浴等の海の自然とのふれあいの場とするとともに、
主に、国民休暇村として快適な宿泊拠点となるよう施設を計画し、展望施設及び休憩所等
の整備を図るとともに、弓ヶ浜を海水浴場として整備を図る。

ｂ．単独施設
単独施設については、本地域の特色である山稜部と海岸線の展望及び休憩のための園地
のほか、野営場等自然探勝の利用に資する施設について、実態に応じて適正に配置する。

ｃ．道路（車道）
車道については、各利用拠点の有機的な連絡を図ると共に山稜部及び海岸線の展望利用
のため、既存路線を中心に計画する。
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ｄ．道路（歩道）
歩道については、自然探勝利用の促進のため、既存の登山道・歩道等を中心として、自
然の探勝利用を推進するよう計画する。

ｅ．運輸施設
自然探勝や展望利用を行うため、各拠点への到達路線及び到達施設として、運送施設事
業を計画する。
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２ 規制計画
（１）保護規制計画及び関連事項
ア 特別地域
次の区域を特別地域とする。

（表１：特別地域総括表）

県名 区 域 面積（ha）

静岡県 沼津市
大字内浦重須、大字内浦重寺、大字内浦長浜、大字内浦三津、大字西浦足
保、大字西浦江梨、大字西浦木負、大字西浦久連、大字西浦久科、大字西
浦古宇、大字西浦足保、大字西浦平沢、大字井田及び大字戸田の各一部 2,306

熱海市内
国有林伊豆森林管理署
1001林班及び1004林班から1009林班までの各一部
熱海市
大字熱海、大字上多賀及び大字下多賀の各一部 651

伊東市
大字赤沢、大字新井、大字池、大字宇佐美、大字岡、大字荻、大字鎌田、
大字川奈、大字十足、大字富戸、大字松原、大字八幡野、大字湯川及び
大字吉田の各一部 4,836

下田市
赤根島、犬走島、神子元島及びミサゴ島の全部並びに３丁目、５丁目、西
本郷１丁目、大字柿崎、大字吉佐美、大字敷根、大字白浜、大字須崎、大
字田牛、及び大字中の各一部 817

伊豆市内
国有林伊豆森林管理署
２９林班、３０林班、５４林班、７７林班、７８林班、８１林班、８９林
班から９３林班まで、１０９林班、１２６林班から１３４林班まで、１８
１林班、１８２林班及び２０１林班の全部並びに４林班、５林班、１２林
班から１５林班まで、５３林班、７９林班、８０林班、９４林班、９５林
班、９９林班から１０６林班まで、１０８林班、１１１林班から１１４林
班まで、１１６林班から１２５林班まで、１３５林班から１４１林班まで、
１４６林班、１４７林班、１５２林班、１５３林班及び１６６林班から１
６８林班までの各一部
２７８林班及び３０３林班の全部並びに２５１林班の一部
伊豆市
大字大沢、大字修善寺及び大字堀切の各一部大字小土肥、大字小下田、大
字土肥及び大字八木沢の各一部
大字大平柿木、大字門野原、大字上船原、大字湯ヶ島及び大字吉奈の各一
部
大字上白岩、大字下白岩、大字菅引、大字徳永及び大字冷川各一部 4,778

伊豆の国市
大字長瀬、大字韮山多田、大字浮橋、大字田原野及び大字長者原の各一部 551
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県名 区 域 面積（ha）

静岡県 賀茂郡東伊豆町内
国有林伊豆森林管理署
６９０林班、６９３林班から７０１林班まで、７０４林班、７０５林班、 1,048
７２７林班及び７３８林班の各一部
賀茂郡東伊豆町
大字稲取、大字大川、大字片瀬、大字白田及び大字奈良本の各一部

賀茂郡河津町内
国有林伊豆森林管理署
６３２林班から６３９林班までの全部並びに５９２林班、５９４林班から
５９９林班まで、６１４林班、６２０林班、６２１林班、６２４林班、６
２６林班から６３１林班まで及び６４５林班から６５１林班までの各一部
賀茂郡河津町
大字梨本、大字縄地、大字浜、大字見高及び大字谷津の各一部 833

賀茂郡南伊豆町
石取根、サク根、トイ根、平根及び横根の全部並びに大字伊浜、大字入間、
大字石廊崎、大字大瀬、大字加納、大字子浦、大字下流、大字下賀茂、大
字手石、大字湊及び大字妻良の各一部 2,152

賀茂郡松崎町
大字石部、大字岩地、大字江奈、大字雲見及び大字道部の各一部 504

賀茂郡西伊豆町内
国有林伊豆森林管理署
４０５林班、４１８林班、４２２林班から４２４林班まで、４３９林班、
４４２林班及び４５７林班から４５９林班までの全部並びに４０６林班、
４１２林班、４１３林班、４１６林班、４２６林班及び４３１林班から４
３８林班までの各一部
賀茂郡西伊豆町
大字田子及び大字仁科、大字安良里及び大字宇久須の各一部 1,393

田方郡函南町
大字軽井沢、大字桑原、大字丹那及び大字畑の各一部 979

これらの地域の地先海岸、地先島しょ及び地先岩礁の全部

合 計 20,848
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（ア） 特別保護地区
特別地域のうち、次の区域を特別保護地区とする。

（表２：特別保護地区総括表）

県名 区 域 面積（ha）

静岡県 伊豆市内
国有林伊豆森林管理署
１８１林班、２５１林班、２７８林班及び３０３林班の各一部
伊豆市
大字菅引の一部 89

賀茂郡東伊豆町内
国有林伊豆森林管理署
７０５林班、７２７林班および７３８林班の各一部 95

合 計 184
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（表３：特別保護地区内訳表）

名 称 区 域 地区の概要 面 積

天城山 伊豆市内 伊豆半島の中核である天城 （89）
国有林伊豆森林管理署 山脈の最高峰、万三郎岳（1、
１８１林班、２５１林班、２７８林班及び３０３林班の各一部 406.8m）及び万二郎岳周辺の
伊豆市 地区で、ブナを中心として、
大字菅引の一部 ヒメシャラ、カエデ、リョウ
賀茂郡東伊豆町内 ブ等が混生し、一部にシャク （95）
国有林伊豆森林管理署 ナゲの群落が見られる天然林
７０５林班、７２７林班および７３８林班の各一部 となっている。

八丁池付近は、カキツバタ、
エゾシロネ等の湿地植物が見
られる他、アマギザサの被覆
にイヌツゲ、アセビ、トウゴ
クミツバツツジ等の混生する
景観が見られる。 184
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（イ） 第１種特別地域
次の区域を第１種特別地域とする。

（表４：第１種特別地域総括表）

県名 区 域 面積（ha）

静岡県 伊東市
大字赤沢、大字富戸及び大字八幡野の各一部 123

伊豆市
大字菅引の一部 47

賀茂郡東伊豆町
大字大川の一部 64

賀茂郡南伊豆町
大字伊浜、大字入間、大字石廊崎、大字大瀬、大字子浦、大字下流、
大字手石、大字湊及び大字妻良の各一部 865

賀茂郡松崎町
大字石部、大字岩地、大字江奈、大字雲見及び大字道部の各一部 218

賀茂郡西伊豆町
大字田子及び大字仁科の各一部 70

これらの地域の地先海岸、地先島しょ及び地先岩礁の全部

合 計 1,387
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（表５：第１種特別地域内訳表）

名 称 区 域 地区の概要 面 積(ha)

城ヶ崎 伊東市 先原溶岩台地の末端にあたり、通称城ヶ崎海岸
大字赤沢、大字富戸及び大字八幡野の各一部 と呼ばれている地区である。

太平洋に流入した熔岩が風波の浸食を受けて、
出入りの多い海岸線を形成しており、柱状節理や
熔岩トンネルが見られるなど地質的にも興味地点
が多い。
海岸線に沿ってヒメユズリハやヤマモモの群落 123
が多い。

遠笠山 伊豆市 天城山の側火山のうち最も優美な遠笠山（1,19
大字菅引の一部 7m）一帯で、富士山及び伊豆七島の良好な展望地
賀茂郡東伊豆町 である。
大字大川の一部 植生は、アセビ、ヒメシャラ、カエデ、イヌツ

ゲ等の天然林となっている。 111

西南伊豆岸地区 賀茂郡南伊豆町 伊豆半島の最南端、石廊崎を中心とした海岸線
大字伊浜、大字入間、大字石廊崎、大字大瀬、大字子浦、 沿いの地区で、断崖、絶壁の続くリアス式海岸と
大字下流、大字手石、大字湊及び大字妻良の各一部 なっており、伊豆半島海岸地域の核心部とも言え
賀茂郡松崎町 る景観を呈している。
大字石部、大字岩地、大字雲見及び大字道部の各一部 沿岸部の全面は、イソギク、ハチジョウススキ

群集となっている他、後背地は、シイカシ萌芽林
やウバメガシ、トベラ群集となっている。 1,081

西伊豆海岸地区 賀茂郡松崎町 堂ヶ島を中心とした地区で、複雑な海岸地形と
大字江奈の一部 いくつかの小島からなっている。海食洞も多く、
賀茂郡西伊豆町 ことに堂ヶ島の天然洞は著名である。
大字田子及び大字仁科の各一部 72

合 計 1,387
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（ウ） 第２種特別地域
次の区域を第２種特別地域とする。

（表６：第２種特別地域総括表）

県名 区 域 面積（ha）

静岡県 沼津市
大字内浦重須、大字内浦重寺、大字西浦足保、大字西浦江梨、大字西浦木
負、大字西浦久連、大字西浦久科、大字西浦古宇、大字西浦立保、大字西
浦平沢、大字井田及び大字戸田の各一部 1,136

熱海市
大字熱海の一部 110

伊東市
大字赤沢、大字新井、大字池、大字川奈、大字十足、大字富戸、大字八幡
野及び大字吉田の各一部 1,083

下田市
赤根島、犬走島、神子元島及びミサゴ島の全部並びに３丁目、５丁目、西
本郷１丁目、大字柿崎、大字吉佐美、大字敷根、大字白浜、大字須崎及び
大字田牛の各一部 817

伊豆市内
国有林伊豆森林管理署
９３林班、１８２林班及び２０１林班の全部並びに１２６林班から１２８
林班まで、１６６林班から１６８林班まで及び１８１林班の各一部
２５１林班、２７８林班及び３０３林班の各一部
伊豆市
大字大沢、大字修善寺及び大字堀切の各一部
大字小土肥、大字小下田、大字土肥及び大字八木沢の各一部
大字湯ヶ島の一部、大字菅引、大字徳永及び大字冷川の各一部 1,367

賀茂郡東伊豆町内
国有林伊豆森林管理署
６９０林班、６９３林班から７０１林班まで、７０４林班、７０５林班、
７２７林班の各一部
賀茂郡東伊豆町
大字稲取、大字大川、大字片瀬、大字白田大字奈良本の各一部 804

賀茂郡河津町内
国有林伊豆森林管理署
６３２林班から６３９林班までの各一部
賀茂郡河津町
大字梨本、大字縄地、大字浜、大字見高及び大字谷津の各一部 493

賀茂郡南伊豆町
石取根、サク根、トイ根、平根及び横根の全部
並びに大字伊浜、大字入間、大字石廊崎、大字大瀬、大字加納、
大字子浦、大字下流、大字下賀茂、大字手石、大字湊及び
大字妻良の各一部 1,287
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県名 区 域 面積（ha）

賀茂郡松崎町
大字石部、大字岩地、大字江奈及び大字雲見の各一部 286

賀茂郡西伊豆町
大字田子、大字仁科、大字安良里及び大字宇久須の各一部 754

田方郡函南町
大字軽井沢、大字桑原、大字丹那及び大字畑の各一部 979

これらの地域の地先海岸、地先島しょ及び地先岩礁の全部

合 計
9,116
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（表７：第２種特別地域内訳表）

名 称 区 域 地区の概要 面 積（ha）

東部山稜線 熱海市 主に箱根峠より玄岳に至る稜線の
大字熱海の一部 東側の帯状の地区で富士山、駿河湾、
伊東市 相模湾及び相模灘方面の良好な展望
大字池及び大字十足の各一部 地点となっている。
伊豆市 矢筈山及び小矢筈（孔の山）は、
大字徳永及び大字冷川の各一部 天城山の側火山の一つで特異な地形
田方郡函南町 を呈しており、山腹には自然林も残
大字軽井沢、大字桑原、大字丹那及び大字畑の各一部 されている。 1,333

伊東地区 伊東市 汐吹岩の自然現象や海食景観のみ
大字赤沢、大字新井、大字池、大字川奈、大字 富戸、大字八幡野及び大 られる海岸部をはじめ、アスピコニ
字吉田の各一部 ーデ型火山である大室山や一碧湖な
賀茂郡東伊豆町 どの景勝地がある。
大字大川の一部 959

天城湯ヶ島 伊豆市内 伊豆半島の天城山脈一帯の地区
国有林伊豆森林管理署 で、ブナを主とした落葉広葉樹林と
９３林班、１８２林班及び２０１林班の全部並びに１２６林班から１２８ なっており、新緑や紅葉が美しい。
林班まで、１６６林班から１６８林班まで、１８１林班、２５１林班、 湯が島の集落付近には浄蓮の滝等の
２７８林班及び３０３林班の各一部 景勝地がある。
伊豆市
大字湯ヶ島及び大字菅引の各一部
賀茂郡東伊豆町内
国有林伊豆森林管理署
６９０林班、６９３林班から７０１林班まで、 ７０４林班、７０５林班、
７２７林班の各一部
賀茂郡東伊豆町
大字大川の一部
賀茂郡河津町内
国有林伊豆森林管理署
６３２林班から６３９林班までの各一部
賀茂郡河津町
大字梨本の一部 1,184
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名 称 区 域 地区の概要 面 積（ha）

東伊豆海岸地区 下田市 伊豆半島の東海岸地域で、海岸線
大字柿崎、大字敷根、大字白浜、大字須崎及び西本郷１丁目の各一部 は単調であるが、海岸沿いに、北川、
賀茂郡東伊豆町 大川、熱川、片瀬、今井浜など数多
大字稲取、大字大川、大字片瀬、大字白田及び大字奈良本の各一部 くの温泉地や白い砂浜の海水浴場が
賀茂郡河津町 点在している。伊豆七島の良好な展
大字梨本、大字縄地、大字浜、大字見高及び大字谷津の各一部 望地である。 1,218

西南伊豆海岸地区 下田市 大部分は第１種特別地域の後背地
赤根島、犬走島、神子元島及びミサゴ島の全部並びに３丁目、５丁目、 である。リアス式海岸の入り江 に
大字吉佐美及び大字田牛の各一部 は小集落があり、傾斜地にはマーガ
賀茂郡南伊豆町 レット等の花卉栽培が盛んである。
石取根、サク根、トイ根、平根及び横根の全部並びに大字伊浜、大字入間、
大字石廊崎、大字大瀬、大字加納、大字子浦、大字下流、大字下賀茂、
大字手石、大字湊及び大字妻良の各一部
賀茂郡松崎町
大字石部、大字岩地及び大字雲見の各一部 1,900

西伊豆海岸地区 伊豆市 複雑な海岸地形のみられる地区
大字小下田、大字土肥及び大字八木沢の各一部 で、田子、安良里、宇久須など、
賀茂郡松崎町 天然の良港が多い。
大字江奈の一部 西伊豆海岸からの富士山の展望は
賀茂郡西伊豆町 特に優れている。
大字田子、大字仁科、大字安良里及び大字宇久須の各一部 1,078

北西伊豆海岸地区 沼津市 西側の海岸部は切り立った海食崖
大字内浦重須、大字内浦重寺、大字西浦足保、大字西浦江梨、大字西浦 となっており、御浜崎や大瀬崎には
木負、大字西浦久連、大字西浦久科、大字西浦古宇、大字西浦立保、大 砂嘴が発達している。
字西浦平沢、大字井田及び大字戸田の各一部 海岸沿いの斜面はミカン畑となっ
伊豆市 ている。
大字小土肥の一部 富士山の良好な展望地である。 913
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名 称 区 域 地区の概要 面 積（ha）

沼津・修善寺道路 沼津市 沼津市西側（古宇）と修善寺を結
沿線 大字西浦足保及び大字西浦古宇の各一部 ぶ道路沿い両側100m（一部片側200m）

伊豆市 の地区で、スギ、ヒノキの人工林及
大字大沢、大字修善寺及び大字堀切の各一部 びミカン畑となっている。
田方郡戸田村
大字戸田の一部

531

合 計 9,116
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（エ） 第３種特別地域
次の区域を第３種特別地域とする。

（表８：第３種特別地域総括表）

県名 区 域 面積（ha）

静岡県 沼津市
大字内浦重須、大字内浦長浜、大字内浦三津、大字西浦江梨、大字井田及
び大字戸田の各一部 1,170

熱海市内
国有林伊豆森林管理署
1001林班及び1004林班から1009林班までの各一部
熱海市
大字熱海、大字上多賀及び大字下多賀の各一部 541

伊東市
大字池、大字宇佐美、大字岡、大字荻、大字鎌田、大字川奈、大字十足、
大字富戸、大字松原、大字八幡野、大字湯川及び大字吉田の各一部 3,630

伊豆市内
国有林伊豆森林管理署
２９林班、３０林班、５４林班、７７林班、７８林班、８１林班、８９林
班から９２林班まで、１０９林班及び１２９林班から１３４林班までの全
部並びに４林班、５林班、１２林班から１５林班まで、５３林班、７９林
班、８０林班、９４林班、９５林班、９９林班から１０６林班まで、１０
８林班、１１１林班から１１４林班まで、１１６林班から１２８林班まで、
１３５林班から１４１林班まで、１４６林班、１４７林班、１５２林班及
び１５３林班の各一部
伊豆市
大字修善寺の一部
大字小土肥、大字小下田、大字土肥及び大字八木沢の各一部
大字大平柿木、大字門野原、大字上船原、大字湯ヶ島及び大字吉奈の各一
部
大字上白岩、大字下白岩、大字徳永及び大字冷川の各一部 3,275

伊豆の国市
大字長瀬、大字韮山多田、大字浮橋、大字田原野及び長者原の各一部 551

賀茂郡東伊豆町
大字大川の一部 85

賀茂郡河津町内
国有林伊豆森林管理署
５９２林班、５９４林班から５９９林班まで、６１４林班、６２０林班、
６２１林班、６２４林班、６２６林班から６３９林班まで及び６４５林班
から６５１林班までの各一部 340
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県名 区 域 面積（ha）

静岡県 賀茂郡西伊豆町内
国有林伊豆森林管理署
４０５林班、４１８林班、４２２林班から４２４林班まで、４３９林班、
４４２林班及び４５７林班から４５９林班までの全部並びに４０６林班、
４１２林班、４１３林班、４１６林班、４２６林班及び４３１林班から４
３８林班までの各一部
西伊豆町
大字宇久須の各一部 569

これらの地域の地先海岸、地先島しょ及び地先岩礁の全部

合 計 10,161
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（表９：第３種特別地域内訳表）

名 称 区 域 地区の概要 面 積（ha）

東部山稜線 熱海市内 大部分は鷹ノ巣山から遠笠山に至
国有林伊豆森林管理署 る稜線より両側500mの地区で、主
１００１林班及び１００４林班から１００９林班までの各一部 にスギ、ヒノキ及びアカマツの人工
熱海市 林となっている。
大字熱海、大字上多賀及び大字下多賀の各一部
伊東市
大字池、大字宇佐美、大字岡、大字鎌田、大字十足、大字松原、大字八幡
野及び大字湯川の各一部
伊豆市
大字上白岩、大字下白岩、大字徳永及び大字冷川の各一部
伊豆の国市
大字韮山多田、大字浮橋、大字田原野及び大字長者原の各一部 3,885

伊東地区 伊東市 先原溶岩台地にあたる地区で、多
大字池、大字荻、大字川奈、大字十足、大字富戸、大字八幡野及び大字吉 くの部分は別荘分譲地となってい
田の各一部 る。植生はクリ、コナラの二次林で

ある。 1,971
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名 称 区 域 地区の概要 面 積（ha）

天城・湯ヶ島 伊東市内 天城山脈及び天城越車道沿いの国
国有林伊豆森林管理署 有林を主とした地区で、人文景観の
２９林班、３０林班、５４林班、７７林班、７８林班８１林班、８９林班 一つとなっているわさび田が点在す
から９２林班まで、１０９林班及び１２９林班から１３４林班までの全部 る。稜線部はブナを主とし、アセビ、
並びに４林班、５林班１２林班から１５林班まで、５３林班、７９林班、 イヌツゲ、シキミ等の混生する天然
８０林班９４林班、９５林班、９９林班から１０６林班まで、１０８林班、 林となっている。
１１１林班から１１４林班まで、１１６林班から１２８林班まで、１３５
林班から１４１林班まで、１４６林班、１４７林班、１５２林班及び１５
３林班の各一部
伊豆市
大字湯ヶ島の一部
賀茂郡東伊豆町
大字大川の一部
賀茂郡河津町内
国有林伊豆森林管理署
５９２林班、５９４林班から５９９林班まで、６１４林班、６２０林班、
６２１林班、６２４林班、６２６林班から６３９林班まで及び６４５林班
から６５１林班までの各一部
賀茂郡西伊豆町内
国有林伊豆森林管理署
４０５林班、４１８林班、４２２林班から４２４林班まで、４３９林班、
４４２林班及び４５７林班から４５９林班までの全部並びに４０６林班、
４１２林班、４１３林班、４１６林班、４２６林班及び４３１林班から４
３８林班までの各一部
賀茂郡西伊豆町
大字宇久須の一部 1,593

西部山稜線 伊豆市 達磨山、伽藍山、棚場山等を中心
大字修善寺の一部 とした両川沿い両側500mの地区で、
大字小土肥及び大字土肥の各一部 一部にブナの純林やスギ、ヒノキの
大字大平柿木、大字門野原、大字上船原及び大字吉奈の各一部 人工林が点在するが、全体としては

アマギザサにアセビ、イヌツゲ等が
混生する植生となっている。 1,457
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名 称 区 域 地区の概要 面 積（ha）

西伊豆地区 伊豆市 計画車道伊豆半島周回線の後背地
大字小下田、大字土肥及び大字八木沢の各一部 で、帯状となった地区である。沿線

の一部にシイ、カシ萌芽林やコナラ
の二次林が見られる他は、水田及び
畑地となっている。 79

北西伊豆海岸地区 沼津市 計画車道伊豆半島周回線の後背地
大字内浦重須、大字内浦長浜、大字内浦三津、大字西浦江梨、大字井田及 で、一部にシイ、カシの萌芽林が見
び大字戸田の各一部 られるが、大部分はスギ、ヒノキの
伊豆市 人工林及びコナラの二次林となって
大字小土肥の一部 いる。
田方郡戸田村
大字井田及び大字戸田の各一部 746

沼津・修善寺道路 沼津市 金冠山を中心とした地区で、駿河
沿線 大字戸田の一部 湾及び富士山の良好な展望地であ

る。本地区の大部分はヒノキ、スギ
の人工林となっている。 178

発端丈山 沼津市 標高410mの発端丈山を中心とした
大字内浦重須の一部 地区で、内浦湾及び富士山の良好な
伊豆の国市 展望地である。
大字長瀬の一部 本地区の大部分はスギ、ヒノキの

人工林となっている。 252

合 計 10,161
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イ 関連事項

（ア） 採取等規制植物

特別地域において、採取又は損傷を規制する植物は次のとおりである。
（表１０：採取等規制植物表）

科名 種名（ミズゴケ科の植物にあっては、属名）

ミズゴケ ミズゴケ
ヒカリゴケ ヒカリゴケ
シオグサ フジマリモ
マツバラン マツバラン
ヒカゲノカズラ ミズスギ、ヒメスギラン、スギラン、ナンカクラン、マンネンスギ、コスギラン、ヒモラン
イワヒバ ヒメタチクラマゴケ、イワヒバ
ハナヤスリ ミヤマハナワラビ、ヒメハナワラビ（ヘビノシタ）
リュウビンタイ リュウビンタイ
ゼンマイ シロヤマゼンマイ
コケシノブ オニコケシノブ（オオコケシノブ）、オオハイホラゴケ
イノモトソウ ミヤマウラジロ、ユノミネシダ（カナヤマシダ）、エダウチホングウシダ、サイコクホングウシダ、ハチジョウシダ、ハチジョウシダ

モドキ
オシダ オトコシダ、ナンタイシダ、ミドリカナワラビ、ハカタシダ、ナヨシダ、ミヤマノコギリシダ、イヨクジャク、ノコギリヘラシダ、コ

クモウクジャク、ホウノカワシダ、ナガサキシダ、ヒロハアツイタ、ウサギシダ、アオキガハラウサギシダ、エビラシダ、トヨグチイ
ノデ、オオキヨズミシダ、コガネシダ

シシガシラ ハイコモチシダ（ジョウレンシダ）
チャセンシダ オオタニワタリ、ヒノキシダ、チャセンシダ、イヌチャセンシダ、クルマシダ、クモノスシダ
ウラボシ スジヒトツバ、イワヒトデ、シンテンウラボシ、ヒトツバイワヒトデ、

タカノハウラボシ、ミヤマウラボシ、ナガバコウラボシ、イズクリハラン、コウラボシ、イワオモダカ、オオクボシダ
シシラン タキミシダ、シシラン、ナカミシシラン
ツチトリモチ ミヤマツチトリモチ
タデ ハルトラノオ、ムカゴトラノオ、オンタデ
ナデシコ フジナデシコ（ハマナデシコ）、シナノナデシコ、ワチガイソウ、ワダソウ、ヒゲネワチガイ、イワツメクサ
キンポウゲ ハコネトリカブト、オオサワトリカブト、レイジンソウ、イヌハコネトリカブト、ホソバトリカブト、タカネトリカブト、イチリンソ

ウ、キクザキイチリンソウ、コキクザキイチリンソウ、アズマイチゲ、レンゲショウマ、リュウキンカ（エンコウソウを含む）、ミヤ
マハンショウヅル（コミヤマハンショウヅルを含む）、カザグルマ、トリガタハンショウヅル、シロバナハンショウヅル、バイカオウ
レン、ミツバオウレン、セツブンソウ、ハコネシロカネソウ、シロカネソウ（ツルシロカネソウ）トウゴクサバノオ、オキナグサ、グ
ンナイキンポウゲ、アカギキンポウゲ、ヒキノカサ（コキンポウゲ）、ミヤマカラマツ、ヤマシャクヤク、ベニバナヤマシャクヤク

スイレン ヒツジグサ
ウマノスズクサ ランヨウアオイ、カギガタアオイ、カントウカンアオイ（カンアオイ）、シイノミカンアオイ、アマギカンアオイ、オトメアオイ、ウ

スバサイシン（サイシン）、シモダカンアオイ
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科名 種名（ミズゴケ科の植物にあっては、属名）

オトギリソウ フジオトギリ、コオトギリ
モウセンゴケ イシモチソウ、モウセンゴケ
アブラナ ミヤマハタザオ、フジハタザオ、イワハタザオ
ベンケイソウ マツノハマンネングサ、イワベンケイ、チチッパベンケイ、アオベンケイ
ユキノシタ ハナチダケサシ、ヒトツバショウマ、フジアカショウマ、ハチジョウショウマ、ハナネコノメ、ムカゴネコノメ、ウメウツギ、アマギ

アマチャ、チャルメルソウ、シラヒゲソウ、ウメバチソウ（コウメバチソウを含む）、ヤワタソウ、ヤシャビシャク、トガスグリ、ジ
ンジソウ、ダイモンジソウ（ウチワダイモンジソウを含む）、イズノシマダイモンジソウ、クロクモソウ、イワユキノシタ

バラ シモツケソウ（アカバナシモツケソウを含む）、シロバナノヘビイチゴ（モリイチゴ）、イワキンバイ、ミネザクラ（チシマザクラを含
む）、タカネイバラ、サンショウバラ、オヤマシモツケ、イワシモツケ

マメ ムラサキモメンヅル、タイツリオオギ、イワオオギ
フウロソウ グンナイフウロ（タカネグンナイフウロを含む）、イヨフウロ（シコクフウロ）、カイフウロ、アサマフウロ、コフウロ
トウダイグサ イワタイゲキ、タカトウダイ（フジタイゲキ）
ジンチョウゲ サクラガンピ
グミ ハコネグミ
スミレ キバナノコマノツメ、エゾアオイスミレ（マルバケスミレ）、テリハタチツボスミレ、コミヤマスミレ、キスミレ、ミヤマスミレ、シ

コクスミレ（ハコネスミレ）、ヒメスミレサイシン
アカバナ ヤナギラン、ヒメアカバナ
ミズキ ゴゼンタチバナ
ウコギ ウラジロウコギ
セリ イワニンジン、ミシマサイコ、イブキゼリ、ミヤマニンジン、ヤマナシウマノミツバ、シラネニンジン
イワウメ ヒメイワカガミ、ヤマイワカガミ、イワカガミ（コイワカガミ、オオイワカガミを含む）
イチヤクソウ ウメガサソウ、シャクジョウソウ、ギンリョウソウモドキ（アキノギンリョウソウ）、ギンリョウソウ、コバノイチヤクソウ、ベニバ

ナイチヤクソウ（ベニイチヤクソウ）、マルバノイチヤクソウ、ジンヨウイチヤクソウ、コイチヤクソウ
ツツジ イワヒゲ、ドウダンツツジ、ヒロハドウダンツツジ、イワナンテン、ウスギヨウラク、ムラサキツリガネツツジ、ツガザクラ、アマギ

ツツジ、ハクサンシャクナゲ（シロバナシャクナゲ、ネモトシャクナゲを含む）、ミツバツツジ、レンゲツツジ（キレンゲを含む）、オ
オシマツツジ、ヒカゲツツジ、キヨスミミツバツツジ、アズマシャクナゲ、シロヤシオ（ゴヨウツツジ）、ウンゼンツツジ、アシタカ
ツツジ、トウゴクミツバツツジ、サラサドウダン、ベニサラサドウダン、チチブドウダン、ハコネコメツツジ、コケモモ

サクラソウ クリンソウ、コイワザクラ、クモイコザクラ（キヨサトコザクラ）、サクラソウ、ツマトリソウ
リンドウ リンドウ、ホソバリンドウ、ハルリンドウ、ハナイカリ、ホソバツルリンドウ、ソナレセンブリ、ムラサキセンブリ、シノノメソウ、

イヌセンブリ
ガガイモ クサタチバナ
アカネ ツルアリドオシ、ヒロハコンロンカ
ムラサキ ムラサキ
クマツヅラ イワダレソウ
シソ カイジンドウ、アシタカジャコウソウ、シモバシラ、ヤマジオウ
ナス アオホオズキ（タカオホオズキを含む）
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科名 種名（ミズゴケ科の植物にあっては、属名）

ゴマノハグサ ハチジョウコゴメグサ、イズコゴメグサ、ヤマウツボ（ケヤマウツボを含む）、ハンカイシオガマ、トモエシオガマ、ヒメトラノオ、
ヤマトラノオ、クガイソウ

イワタバコ イワタバコ、シシンラン
ハマウツボ オニク、オカウツボ、キヨスミウツボ
タヌキモ ミミカキグサ、フサタヌキモ、ヒメタヌキモ、ホザキノミミカキグサ、ムラサキミミカキグサ
スイカズラ ベニバナツクバネウツギ、コハクサンボク、キバナウツギ
オミナエシ コキンレイカ（ハクサンオミナエシ）、シマキンレイカ、キンレイカ
マツムシソウ マツムシソウ、ソナレマツムシソウ
キキョウ フクシマシャジン、ヒメシャジン、イワギキョウ、ヤマホタルブクロ、ツルギキョウ、サワギキョウ、タニギキョウ、キキョウ
キク エンシュウハグマ、タカネヤハズハハコ（タカネウスユキソウ）、ミヤマオトコヨモギ、タテヤマギク、サガミギク、キントキシロヨ

メナ、サワシロギク、ハコネギク（ミヤマコンギク）、カニコウモリ、イズカニコウモリ、イソギク、モリアザミ、ホソエノアザミ、
ハマアザミ、ハコネアザミ、ジアザミ、アズマギク、ハコネヒヨドリ、ミズギク（オゼミズギクを含む）、タカネニガナ、ウスユキソ
ウ、マルバダケブキ、オタカラコウ、ハンカイソウ、カイタカラコウ、コウシュウヒゴタイ、ミヤコアザミ、キントキヒゴタイ、ヒメ
ヒゴタイ、カイトウヒレン、ヤハズトウヒレン、トゲキクアザミ、セイタカトウヒレン（トウヒレン）、ヤハズヒゴタイ（ミヤマヒゴ
タイ）、タカネヒゴタイ、キクアザミ、コウリンカ、サワオグルマ、ミヤマアキノキリンソウ（コガネギク、キリガミネアキノキリン
ソウを含む）、キツネタンポポ

ユリ ネバリノギラン、ソクシンラン、イズアサツキ、ツバメオモト、スズラン、カタクリ、カイコバイモ、キバナノアマナ、ショウジョウ
バカマ、キスゲ（ユウスゲ）、ハマカンゾウ、イワギボウシ、ハチジョウギボウシ、アマギイワギボウシ、ヤマユリ、サクユリ、ササ
ユリ、コオニユリ、スカシユリ、クルマユリ、ホソバノアマナ、ノシラン、クルマバツクバネソウ、ワニグチソウ、ヤマトユキザサ（オ
オバユキザサ）、チャボゼキショウ（ハコネハナゼキショウ）、エンレイソウ、ミヤマエンレイソウ（シロバナエンレイソウ）、アマナ、
ヒロハノアマナ

ビャクブ ナベワリ
ヒガンバナ ハマオモト（ハマユウ）
ヤマノイモ イズドコロ
アヤメ カキツバタ
ヒナノシャクジョウ ヒナノシャクジョウ
イグサ イトイ、タカネスズメノヒエ（ミヤマスズメノヒエ）
イネ ミヤマヌカボ、タカネコウボウ、シマノガリヤス（キリシマノガリヤス）、タカネウシノケグサ、ミサヤマチャヒキ、フォーリーガヤ

（ミヤマチャヒキ）
サトイモ シマテンナンショウ、ハチジョウテンナンショウ、シコクヒロハテンナンショウ、ユキモチソウ、ハウチワテンナンショウ、ミツバテ

ンナンショウ、ナガバマムシグサ、スルガテンナンショウ、カミヤマテンナンショウ
カヤツリグサ カヤツリスゲ、シマタヌキラン、ハチジョウカンスゲ、コハリスゲ、ヒトモトススキ
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科名 種名（ミズゴケ科の植物にあっては、属名）

ラン ナゴラン、ミスズラン、シラン、マメヅタラン（マメラン）、ムギラン、エビネ、ニオイエビネ（オオキリシマエビネ）、ナツエビネ、
キソエビネ、サルメンエビネ、ホテイラン、ギンラン、キンラン、ササバギンラン、アオチドリ、サイハイラン、シュンラン（ホクロ）、
ナギラン、マヤラン（サガミラン）、コアツモリ、クマガイソウ、アツモリソウ、キバナノアツモリソウ、イチヨウラン、セッコク、
サワラン（アサヒラン）、コイチヨウラン、ハコネラン、アオスズラン（エゾスズラン）、カキラン、オサラン、オニノヤガラ、ナヨテ
ンマ、ヒメテンマ、アケボノシュスラン、ハチジョウシュスラン、ツリシュスラン、ヒメミヤマウズラ、ミヤマウズラ、シュスラン、
ノビネチドリ、テガタチドリ（チドリソウ）、ミヤマモジズリ、フジチドリ、オオミズトンボ（サワトンボ）、サギソウ、ミズトンボ、
ムカゴソウ、ムヨウラン、ギボウシラン、シマササバラン、セイタカスズムシ、ジガバチソウ、クモキリソウ、スズムシソウ、コクラ
ン、フタバラン（コフタバラン）、アオフタバラン、ミヤマフタバラン、タカネフタバラン、ホザキイチヨウラン、ニラバラン、アリ
ドオシラン、フウラン、ヒメムヨウラン、サカネラン、ヨウラクラン、ヒナチドリ、カモメラン（カモメソウ）、オノエラン、ウチョ
ウラン、コケイラン、ガンゼキラン、タカネトンボ、ジンバイソウ、ミズチドリ、ツレサギソウ、ヤマサギソウ、ハチジョウチドリ、
マイサギソウ、オオバノトンボソウ、コバノトンボソウ、ハチジョウツレサギ、キソチドリ、オオヤマサギソウ、オオバナオオヤマサ
ギソウ（フガクオオヤマサギソウ）、ミヤマチドリ（ニッコウチドリ）、ホソバノキソチドリ、トキソウ、ヤマトキソウ、カシノキラン、
ベニカヤラン（マツラン）、カヤラン、クモラン、ヒトツボクロ、イイヌマムカゴ、トンボソウ、ハクウンラン、キバナノショウキラ
ン、ショウキラン
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（イ）普通地域
普通地域の区域は、次のとおりである。

（表１１：普通地域表）

県名 区 域 面積（ha）

静岡県 沼津市
大字井田、字上条、字神田、字低り山、字熊崎、字郷戸、字
酔木、字下条、字中畠、字仲浦、字浜田及び字浜田の全部並
びに字池端、字柴山、字下り山、字田向、字萩原及び字宮後
の一部

74
大字戸田、字御浜の全部並びに字牛ヶ洞、字鬼川、字外沢海、
字沢海、字日向及び字柳ヶ窪の各一部

伊東市
大字赤沢、字下入谷及び字下草崎の全部並びに字浮山、字小
浦及び字下大峯の各一部

大字川奈、字磯道、字一本松、字ウバコ坂、字大小浦、字大
畠、字奥水無田、字コウドウ、字小浦坂、字下小ヶ久保、字
センジャ窪、字殿山道上、字梨木洞、字西鬼ヶ窪、字林ノ上、
字東鬼ヶ窪、字水無田及び字山道の全部並びに字石神、字市
草、字上小坂、字小浦台、字古久保、字コガイトウ、字下小
坂、字出口、字殿山道下、字長門洞、字中ミヨ、字東小路、
字瓢箪洞、字ヒラット、字前瓢箪洞、字宮小路及び字向沢の
各一部

大字玖須美、字元和田、字逆川、字長ミヨ及び字左城星の各
一部

大字十足、字東田、字前畑及び字横木の全部並びに字新山、
字御日神山、字瀬戸、字堀切及び字水口山の各一部

大字富戸、字芦田原、字磯道、字イリヤ、字岩下、字クズレ、
字郷土上道、字丁場、字西、字萩原、字原、字払の上、字東、
字ヒラセ、字的場、字宮の上及び字横払の全部並びに字大沢、
字大平、字大洞、字街道下、字川奈道、字黒草、字先原、字
沢向、字三野原、字根原、字花生場、字深久保、字堀田、字
堀田久保及び字丸尾の各一部

大字八幡野、字エビン、字小面、字小峯久保、字紺の尻、字
坂の上、字瀬戸畑、字峠、字仲畑、字東町、字松の木畑、字
向町及び字横林の全部並びに字上道、字下夕畑、字瀬戸山、
字西の洞、字西畑、字萩ヶ久保及び字萩ヶ久保上の各一部

大字吉田、字阿原、字上ノ川、字北川、字伝馬場、字同毛畑、
字中丸、字西川、字登り、字保代、字丸塚、字向及び字柳畑
の全部並びに字一本松、字塩置場、字シヨフデ、字樋洞、字 710
樋洞入、字長畑、字長畑道上、字保代山、字丸池及び字向山
の各一部
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県名 区 域 面積（ha）

静岡県 下田市
大字柿崎、字上野山、字腰越、字小西久保、字高磯、字高浜、
字寺ノ上、字浜条、字庇湯、字間戸浜、字宮ノ背及び字吉野
上の全部並びに字大坪、字柑子久保、字嵯峨、字坂ノ段、字
沢田、字白山、字外浦、字凧山、字田代、字梨ノ木、字西久
保、字浜田、字白和山、字本作、字本作山、字間戸山、字向
山及び字矢合の各一部

大字吉佐美、字入田、字釜脇、字釜鋳岳、字喜背谷、字地保
根、字清石山、字竹ヶ浦、字多々戸、字長石、字名古山、字
比良平、字広畑、字前磯及び字宮井戸の各一部

大字白浜、字一色、字梶浦、字釜ノ上、字小根浜、字チイキ
ノ、字砥川、字長田及び字三穂ヶ崎の各一部

大字須崎、字池ノ段、字大ヶ久保、字尾竹山、字越頼、字川
上、字小白浜、字坂口、字坂条、字下条、字社ノ上、字高浜、
字高山、字東龍庵及び字西越の各一部

大字田牛、字垣内の全部並びに字上条、字奥之入、字海後原、 176
字金草原、字三太山、字タタラ山、字坪ノ内、字長谷、字番
匠瀉、字平谷及び向山の各一部

伊豆市
大字小土肥、字石会、字大川端、字北の宮、字黒根、字中瀬、
字中泓、字浜及び字宮の前の全部並びに字磯辺、字清水、字
温湯、字南及び字矢戸の一部

大字八木沢、字尾羽根、字小池、字小池新田、字小池浜、字
尾袋、字出口、字西ノ浜、字浜田、字広田、字横上及び論田
の全部並びに字間洞、字赤坂、字井原、字上野、字大西、字
掛田、字砂田、字中大浦、字西田、字西洞、字古川、字洞山、 88
字松原、字三石口、字巻、字向畑、字祐銭洞及び字横船の各
一部

賀茂郡東伊豆町
大字片瀬、字上流田、字小久保、字三之口、字外浜田、字中
ノ瀬、字流田、字西之川、字浜田、字原田、字湗之頭、字渕
ノ川、字松合、字宮ノ前、字薮合及び字山下の全部並びに字
赤道、字新井川、字磯山、字大沢、字小磯、字小井戸、字水
伸前、字竹ノ平、字用畑及び字横平山の各一部

大字白田、字馬場、字欄下、字宮内、字宮下及び字向川原の
全部並びに字大久保、字クルチツ、字塩竃、字下宮後 、字
竹下、字中宮後、字長谷川、字本林、字前河内、字宮後及び
字矢崎の各一部

大字奈良本、字赤坂、字赤松、字熱川、字石荒田、字一本松、
字大久保、字上小田原、字川洞、字小橋、字下松葉、字濁川、
字浜田の全部並びに字磯辺、字温泉ノ上、字釜屋敷、字小栖 144
坂、字下町、字下小田原、字高磯、字田ノ尻、字トドキ、字
中平、字浜山、字松葉、字山岸及び字六本松の各一部
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県名 区 域 面積（ha）

静岡県 賀茂郡河津町
大字縄地、字穴口の一部

大字浜、字菖蒲沢山の一部

大字見高、字川東、字段間及び字中田尻の全部並びに字上田
尻、字川上、字川西、字背戸ノ田、字塔峯及び横道の各一部

大字谷津、字黒石、字新町、字鈴原、字平戸、字平戸山及び 35
字館之内の各一部

賀茂郡南伊豆町
大字伊浜、字中島の一部

大字入間、字窪條、字小城、字里、字里條、字島條、字成畑、
字的場條、字休石及び字和久良の全部並びに字庵ノ上、字大
池、字大平、字上神田、字神巻、字小田原、字駒ヶ谷、字駒
ヶ山、字指向、字沢ノ上、字下神田、字白岩、字谷ノ上、字
狸瀬、字銚子、字長窪、字長登、字西浜田、字浜田、字浜ノ
上、字平戸、字宝録、字前田、字宮ノ上、字宮ノ前、字矢崎
及び字若宮の各一部

大字石廊崎、字刈田、字伊波本、字伊波本側、字大谷、字大
谷間、字敷地、字敷地山、字鍋浦、字鍋浦山、字登立、字平
上、字本瀬及び字本瀬入の各一部

大字大瀬、字前浜及び字御堂山の全部並びに字カモヤ、字口
谷、字コロケ、字施行地、字高見、字高見山、字立野、字谷、
字タホウ、字峠、字流田及び字向山の各一部

大字加納、字東通、字向田及び字八重ヶ瀬の全部並びに字朝
倉口、字神内、字古山、字権現、字䦰谷戸、字洞山、字前ノ
原、字三久保、字森ノ前、字森山及び字矢熊の一部

大字上賀茂、字笹原及び字笹原平の一部

大字子浦、字上ノ山、字真子浦及び字和久良の全部並びに字
伊鈴浜、字岡道、字上河原、字神田、字坪井、字中浜、字浜
田及び字宮ノ谷の各一部

大字下流、字源田山、字中村小路及び字無双ヶ谷の全部並び
に字天神山、字中ノ田及び字本南の各一部

大字下賀茂、字休石の全部並びに字朝倉、字九條、字寺井前、
字寺谷戸、字遠見、字原、字日詰及び字谷戸洞の各一部

大字手石、字海老穴、字小稲坂下、字小稲里條及び字横瀬の
各一部

大字湊、字大原條、字汐入及び字前川の全部並びに字池田、
字上条、字三本松及び字二本松の各一部

230
大字妻良、字宇正住及び字東條の全部並びに字風早、字西谷、
字南谷及び向井條の各一部
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県名 区 域 面積（ha）

賀茂郡松崎町
大字石部、字前田の全部並びに字アゼ、字上ノ山、字附ノ浦、
字黒﨑、字小船及び字中附ノ浦の各一部

大字岩地、字古浦浜、字西之田、字船付浜及び字前浜の全部
並びに字郷戸、字古浦浜上、字清水、字荻沢、字広田、字広
田上及び峯ノ段の各一部

大字雲見、字入谷、字仲田及び字向田の全部並びに字上ノ山、
字笠松山、字金沢、字雲見嶽、字スミヨシ、字長ヶ磯、字八
敏所及び字薮ラ磯の各一部 41
大字道部、字横道及び字横道上の各一部

賀茂郡西伊豆町
大字田子、字井之窪、字入谷、字姥ヶ崎、字太田、字大城坊、
字峠下、字仲田、字長玉、字浜田、字向山及び山崎の全部並
びに字合ノ浦、字上ノ山、字上野山、字奥ノ沢、字兼山、字
岩殿山、字狐石、字小峯、字三反畑、字地頭田、字城ヶ平、
字高畑、字中谷、字半部、字東合之浦、字東姥浦、字東地頭
田、字平床、字仏沢、字弁天山、字南地頭田、字南山、字美
濃田、字狸久保及び字横道の各一部

大字仁科、字安城、字安城山及び字高山の全部並びに字清水
沢の一部

大字安良里、字足山、字磯渡、字猪山、字浦上、字浦水、字 90
坂本、字堂ヶ瀬、字向坂及び字八木の各一部

合 計 1,588
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（ウ）指定湖沼

汚排水の排出の規制に係る湖沼を次のとおりとする。
（表１４：指定湖沼表）

名称 位 置 地域地区 湖 沼 の 概 要 面積(ha)

八丁池 静岡県伊豆市内 特別保護 伊豆天城山稜線上に位置し、周辺はブナを主体 ２
地区 とする原生林の他、アマギササの被覆にイヌツゲ、

アセビ、トウゴクミツバツツジ等が混生しており、
湖畔の湿地には、カキツバタが自生している。
また、特徴的な動物相としてモリアオガエルが
生息している。
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ウ 面積内訳

地域地区別土地所有別及び市町村別面積は次のとおりとなる。

（表１５：地域地区別土地所有別面積総括表）

（単位：面積ha、比率％）

地域区分 特 別 地 域 普 通 地 域 合 計 海域公園 普通地域 合 計
地区

地 種 区 分 特 別 保 護 第 １ 種 第 ２ 種 第 ３ 種 (海域) (海域)
地 区

土地所有別 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私 国 公 私

合 土地所有別面積 180 0 4 190 20 1,177 2,130 1,143 5,843 3,840 1,917 4,404 63 56 1,472 6,403 3,136 12,900

地種区分別 1,387 9,116 10,161
（ 比 率 ） (6.2) (40.6) (45.3)
計

地域地区別 184 20,664
（ 比 率 ） (0.8) (92.1)

地 域 別 20,848 1,591 22,439
（ 比 率 ） (92.9) (7.1) (100)
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（表１６：地域地区別市町村別面積総括表）

（単位：ha）

地域地区 特別地域 普通地域 合計 海域公園地区 普通地域 合計
（陸域） （陸域） （海域） （海域）

特 第 第 第 小
１ ２ ３

市町村名 保 種 種 種 計

静岡県 沼津市 1,136 1,170 2,306 74 2,380

熱海市 110 541 651 651

伊東市 123 1,083 3,630 4,836 710 5,546

下田市 817 817 176 993

伊豆市 89 47 1,367 3,275 4,778 88 4,866

伊豆の国市 551 551 551

賀茂郡 東伊豆町 95 64 804 85 1,048 144 1,192

河津町 493 340 833 35 868

南伊豆町 865 1,287 2,152 231 2,383

松崎町 218 286 504 42 546

西伊豆町 70 754 569 1,393 91 1,484

田方郡 函南町 979 979 979

合 計 184 1,387 9,116 10,161 20,848 1,591 22,439
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３．事業計画
（１）施設計画
ア 利用施設計画
（ア）集団施設地区
集団施設地区を次のとおりとする。

（表１７：集団施設地区表）

番号 名称 区域 計画目標 整備計画区 整 備 方 針 面 積（ha）
及び基盤施設

１ 湊 静岡県賀茂郡南伊豆町大字湊の一部 当地区は、伊豆半島の南端 湊整備計画区 長期滞在型の保養温泉基地として宿泊施設、展望施設 14.5
近くに位置し、気候は年間を 及び休憩所等の整備を図るとともに、海の自然とのふれ
通じて温暖で、太平洋に面し あいを促進するために、弓ヶ浜を海水浴場として整備を
た延長約１㎞の弓ヶ浜を中心 図る。
とする帯状の地域である。
本地区の背後には小さな集 道路（車道）
落があるものの周辺にはシ
イ、カシ等の広葉樹林が広が
っている。 道路（歩道）
この恵まれた環境を活かし、
伊豆半島南部の自然探勝や海
水浴等の海の自然とのふれあ 排水施設
いの場とするとともに、主に
国民休暇村として快適な宿泊
拠点となるよう施設を計画す 面 積 計 国 公 私
るものとする。

7.4 0.1 7.0

14.5



- 33 -

※ 湊集団施設地区計画図及び区域図（別添）を差し込み
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（イ）単独施設
単独施設を次のとおりとする。

（表１８：単独施設表）

番号 種類 位置 整備方針 告示年月日

１ 園 地 静岡県沼津市（淡島） 内浦湾の展望園地として整備する。 昭58.9.10 告示

２ 宿 舎 静岡県沼津市（淡島） 海浜利用の基地としての機能も有する宿泊施設と 昭58.9.10 告示
して整備する。

３ 園 地 静岡県沼津市（発端丈山） 内浦湾の展望及びハイキング休養園地として整備 昭58.9.10 告示
する。

４ 宿 舎 静岡県沼津市（木負） 海浜利用の基地としての機能も有する宿泊施設と 昭58.9.10 告示
して整備する。

５ 園 地 静岡県沼津市（大瀬崎） 海水浴利用を考慮した展望及び休養園地として整 昭58.9.10 告示
備する。

６ 宿 舎 静岡県沼津市（大瀬崎） 海浜利用の基地としての機能も有する宿泊施設と 昭58.9.10 告示
して整備する。

８ 園 地 静岡県熱海市及び田方郡函南町（熱海峠） ドライブ、ハイキング利用の休憩地、展望地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。

９ 園 地 静岡県熱海市及び田方郡函南町（滝知山） ドライブ、ハイキング利用の休憩地、展望地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。

１０ 園 地 静岡県熱海市及び田方郡函南町（玄岳） ドライブ、ハイキング利用の休憩地、展望地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。

１１ 園 地 静岡県熱海市（鹿ヶ谷） ハイキング、温泉宿泊客の散策のための園地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。

１２ 園 地 静岡県伊東市及び伊豆の国市（亀石峠） ドライブ、ハイキング利用の休憩地、展望地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。
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番号 種類 位置 整備方針 告示年月日

１４ 宿 舎 静岡県伊東市（川奈） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

１５ 園 地 静岡県伊東市（一碧湖） 主としてピクニック休養園地として整備する。 昭58.9.10 告示

１６ 宿 舎 静岡県伊東市（一碧湖） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

１７ 船 遊 場 静岡県伊東市（一碧湖） 小型舟艇を対象とした舟遊場として整備する。 昭58.9.10 告示

１８ 園 地 静岡県伊東市（富戸） ドライブ、ハイキング利用の休憩園地、展望地と 昭58.9.10 告示
して整備する。

１９ 園 地 静岡県伊東市（大室山） 小型火山群の展望及びピクニック園地として整備 昭58.9.10 告示
する。

２０ 宿 舎 静岡県伊東市（大室山） 大室高原利用の基地として整備する。 昭58.9.10 告示

２１ 園 地 静岡県伊東市（浮山） 海岸線の展望及び休養園地として整備する。 昭58.9.10 告示

２２ 園 地 静岡県下田市及び賀茂郡河津町（本根崎） 海岸線の展望園地として整備する。 昭58.9.10 告示

２３ 園 地 静岡県下田市（白浜） 海水浴利用を考慮した休養園地として整備する。 昭58.9.10 告示

２４ 宿 舎 静岡県下田市（白浜） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

２５ 園 地 静岡県下田市（三穂ヶ崎） ドライブ、ハイキング利用の休憩園地として整備 昭58.9.10 告示
する。

２７ 宿 舎 静岡県下田市（外浦） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

２８ 園 地 静岡県下田市（寝姿山） 下田港の展望及びハイキング園地として整備す 昭58.9.10 告示
る。

２９ 宿 舎 静岡県下田市（下田） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

３０ 園 地 静岡県下田市（須崎） 海岸線の展望及び自然探勝のための園地として整 昭58.9.10 告示
備する。
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番号 種類 位置 整備方針 告示年月日

３１ 園 地 静岡県下田市（爪木崎） 海岸線の展望及び自然探勝のための園地として整 昭58.9.10 告示
備する。

３２ 水 族 館 静岡県下田市（和歌の浦） 既設水族館の整備充実を図る。 昭58.9.10 告示

３４ 宿 舎 静岡県下田市（吉佐美） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

３５ 野 営 場 静岡県下田市（吉佐美） グループキャンプ、臨海学校にも使える野営場と 昭58.9.10 告示
して整備する。

３６ 園 地 静岡県下田市（田牛） 海岸地形及びハマユウ観賞のための園地として整 昭58.9.10 告示
備する。

３７ 宿 舎 静岡県賀茂郡東伊豆町（大川） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

３８ 園 地 静岡県賀茂郡東伊豆町（北川） ドライブ利用の休憩園地として整備する。 昭58.9.10 告示

３９ 宿 舎 静岡県賀茂郡東伊豆町（北川） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

４０ 宿 舎 静岡県賀茂郡東伊豆町（熱川） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

４１ 宿 舎 静岡県賀茂郡東伊豆町（片瀬） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

４２ 園 地 静岡県賀茂郡東伊豆町（黒根崎） 海岸線の展望園地として整備する。 昭58.9.10 告示

４３ 宿 舎 静岡県賀茂郡東伊豆町（稲取） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

４４ 園 地 静岡県賀茂郡河津町及び伊豆市（寒天） ハイキング、休憩及び野鳥の生態観察のための園 昭58.9.10 告示
地として整備する。

４５ 駐 車 場 静岡県賀茂郡河津町（寒天） 寒天線車道の終点部の駐車場として整備する。 昭58.9.10 告示

４６ 園 地 静岡県賀茂郡河津町（二階滝） ハイキング及び休憩のための園地として整備す 昭58.9.10 告示
る。
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番号 種類 位置 整備方針 告示年月日

４７ 園 地 静岡県賀茂郡河津町（宗太郎） ハイキング及び休憩のための園地として整備す 昭58.9.10 告示
る。

４８ 園 地 静岡県賀茂郡河津町（大滝） ハイキング及び休憩のための園地として整備す 昭58.9.10 告示
る。

４９ 宿 舎 静岡県賀茂郡河津町（大滝） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

５０ 園 地 静岡県賀茂郡河津町及び伊豆市（旧天城峠） ハイキング利用の休憩園地として整備する。 昭58.9.10 告示

５１ 宿 舎 静岡県賀茂郡河津町（今井浜） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

５２ 宿 舎 静岡県賀茂郡河津町（菖蒲沢） 海浜利用の基地として宿泊施設を整備する。 平2.2.27 告示

５３ 園 地 静岡県賀茂郡河津町（菖蒲沢） ドライブ利用の休憩園地として整備する。 昭58.9.10 告示

５４ 園 地 静岡県賀茂郡南伊豆町（波勝崎） 海岸地形の観賞と野猿の観察のための園地として 昭58.9.10 告示
整備する。

５５ 園 地 静岡県賀茂郡南伊豆町（子浦） ドライブ利用と海水浴利用を考慮した休憩園地と 昭58.9.10 告示
して整備する。

５６ 園 地 静岡県賀茂郡南伊豆町（妻良） 海岸線の展望及びドライブ利用の休憩園地として 昭58.9.10 告示
整備する。

５７ 野 営 場 静岡県賀茂郡南伊豆町（妻良） グループキャンプ、臨海学校にも使える野営場と 昭58.9.10 告示
して整備する。

５８ 宿 舎 静岡県賀茂郡南伊豆町（下賀茂） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

５９ 園 地 静岡県賀茂郡南伊豆町（千畳敷） ハイキング及び海岸地形の観賞園地として整備す 昭58.9.10 告示
る。

６０ 園 地 静岡県賀茂郡南伊豆町（石廊崎） ハイキング及び海岸地形の観賞園地として整備す 昭58.9.10 告示
る。
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番号 種類 位置 整備方針 告示年月日

６１ 宿 舎 静岡県賀茂郡南伊豆町（石廊崎） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

６２ 園 地 静岡県賀茂郡南伊豆町（池ノ原） 海岸線の展望及びドライブ利用の休憩園地として 昭58.9.10 告示
整備する。

６３ 園 地 静岡県賀茂郡松崎町（江奈） 海岸線の展望園地として整備する。 昭58.9.10 告示

６４ 園 地 静岡県賀茂郡松崎町（岩地） 海岸線の展望及び海水浴利用を考慮した休憩園地 昭58.9.10 告示
として整備する。

６５ 園 地 静岡県賀茂郡松崎町（雲見） 海岸線の展望及びハイキング利用の休憩園地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。

６６ 園 地 静岡県賀茂郡西伊豆町（浮島） 海岸線の展望及び散策のための園地として整備す 昭58.9.10 告示
る。

６７ 宿 舎 静岡県賀茂郡西伊豆町（浮島） 海浜利用の基地としての機能を有する宿泊施設と 昭58.9.10 告示
して整備する。

６８ 園 地 静岡県賀茂郡西伊豆町（堂ヶ島） 特異な海岸線の観賞及び海水浴利用を考慮した園 昭58.9.10 告示
地として整備する。

６９ 宿 舎 静岡県賀茂郡西伊豆町（堂ヶ島） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

７１ 園 地 静岡県賀茂郡西伊豆町及び伊豆市（仁科峠） ドライブ、ハイキング利用の休憩地、展望地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。

７２ 園 地 静岡県賀茂郡西伊豆町（深田） 主としてピクニック休養園地として整備する。 昭58.9.10 告示

７３ 野 営 場 静岡県賀茂郡西伊豆町（深田） 家族、小グループを対象とした野営場として整備 昭58.9.10 告示
する。

７４ 園 地 静岡県賀茂郡西伊豆町（黄金崎） 海岸線の展望及び休憩園地として整備する。 平2.2.27 告示

７５ 園 地 静岡県賀茂郡賀西伊豆町（今山） 海岸線の展望及びハイキング利用の休憩園地とし 平2.2.27 告示
て整備する。



- 39 -

番号 種類 位置 整備方針 告示年月日

７７ 野 営 場 静岡県伊豆市（達磨山山麓） 周辺のハイキングの基地として、また、夏季キャ 昭58.9.10 告示
ンプ利用のための野営場として整備する。

７８ 園 地 静岡県伊豆市及び沼津市（戸田峠） ドライブ、ハイキング利用の休憩地、展望地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。

８２ 園 地 静岡県伊豆市（船原峠） ドライブ、ハイキング利用の休憩地、展望地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。

８３ 宿 舎 静岡県伊豆市（土肥） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

８４ 宿 舎 静岡県伊豆市（八木沢） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

８５ 園 地 静岡県田方郡函南町（十国峠） ドライブ、ハイキング利用の休憩地、展望地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。

８６ 園 地 静岡県伊豆市（巣雲山） ドライブ、ハイキング利用の休憩地、展望地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。

８７ 園 地 静岡県伊豆市（湯ヶ島） 温泉宿泊客の散策のための園地として整備する。 昭58.9.10 告示

８８ 宿 舎 静岡県伊豆市（湯ヶ島） 既設宿舎の改良等を主体として整備充実させる。 昭58.9.10 告示

９１ 園 地 静岡県伊豆市（浄連の滝） 浄連の滝の展望地、ドライブ利用の休憩地として 昭58.9.10 告示
整備する。

９３ 園 地 静岡県伊豆市（滑沢） ハイキング利用の休憩地として整備する。 昭58.9.10 告示

９４ 博物展示施設 静岡県伊豆市（滑沢） 八丁池方面へのハイキング、休憩及び伊豆の自然、 昭58.9.10 告示
森林、林業等に関する知識の普及に役立たせるため
の博物展示施設として整備する。

９５ 園 地 静岡県伊豆市（八丁池） 周辺のハイキング、天城縦走登山利用の基地とし 昭58.9.10 告示
て整備する。
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番号 種類 位置 整備方針 告示年月日

９７ 園 地 静岡県伊豆市（太郎杉） 渓流沿いの自然探勝、ハイキング利用の休憩地と 昭58.9.10 告示
して整備する。

９８ 野 営 場 静岡県伊豆市（大川端） 周辺のハイキングの基地として、また、夏季キャ 昭58.9.10 告示
ンプ利用のための野営場として整備する。

９９ 園 地 静岡県伊豆市（新天城峠） ドライブ、ハイキング利用の休憩地として整備す 昭58.9.10 告示
る。

100 園 地 静岡県伊豆市（富士見台） 熱海峠富士見台線自動車運送施設（伊豆スカイラ 昭58.9.10 告示
イン）及び伊東遠笠山線車道の合流点の休憩地とし
て整備する。

103 ゴルフ場 静岡県伊豆市（遠笠山南西麓） 現状を維持する程度にとどめる。 昭58.9.10 告示

104 園 地 静岡県田方郡函南町（湯河原峠） 箱根峠熱海峠線及び湯本箱根峠線の分岐点であ 平2.2.27 告示
り、その利用者のための園地として整備する。

105 園 地 静岡県田方郡函南町（函南原生林） 函南原生林探勝者のための園地として整備する。 平2.2.27 告示

106 植 物 園 静岡県伊東市（梅木平） 公園利用者のための植物園施設を整備する。 平2.2.27 告示

107 運 動 場 静岡県伊東市（上野） 公園利用者のためのテニスコート等の運動施設を 平2.2.27 告示
整備する。

108 園 地 静岡県伊東市（城ヶ崎） 海岸線の展望及び散策のための園地として整備す 平2.2.27 告示
る。

109 博物展示施設 静岡県伊東市（日蓮崎） 海岸及び海中の自然観察の拠点として整備する。 平2.2.27 告示

110 園 地 静岡県伊東市（橋立） 海岸の探勝及びハイキング利用の拠点として整備 平2.2.27 告示
する。

111 園 地 静岡県下田市（盥） 海岸線の展望及びハイキング利用の休憩園地とし 平2.2.27 告示
て整備する。
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番号 種類 位置 整備方針 告示年月日

112 宿 舎 静岡県賀茂郡南伊豆町（手石） 湊集団施設地区を補完する宿泊施設として整備す 平2.2.27 告示
る。

113 宿 舎 静岡県賀茂郡南伊豆町（池ノ原） 海岸探勝の基地として宿泊施設を整備する。 平2.2.27 告示

114 園 地 静岡県賀茂郡西伊豆町（田子） 海岸線の展望及び海水浴利用の休憩園地として整 平2.2.27 告示
備する。

115 宿 舎 静岡県賀茂郡西伊豆町（安良里） 海浜利用の基地として宿泊施設を整備する。 平2.2.27 告示

116 宿 舎 静岡県賀茂郡西伊豆町（深田） 海浜利用の基地として宿泊施設を整備する。 平2.2.27 告示

117 舟 遊 場 静岡県沼津市（西浦） 海洋利用の基地として係留施設を整備する。 平2.2.27 告示

118 宿 舎 静岡県沼津市（久料） 海浜利用の基地として宿泊施設を整備する。 平2.2.27 告示

119 舟 遊 場 静岡県沼津市（木負） 海洋利用の基地として係留施設を整備する。 平2.2.27 告示

120 博物展示施設 静岡県伊東市（城ヶ崎） 城ヶ崎地区の自然科学及び人文科学等の情報の拠 平8.4.18 告示
点として整備する。

121 宿 舎 静岡県伊東市（城ヶ崎海岸） 城ヶ崎海岸の自然とふれあうため、周囲の自然と 平8.4.18 告示
調和した宿泊拠点として整備する。

122 博物展示施設 静岡県下田市（須崎） 須崎地区の植物に関する情報の拠点として休憩機 平8.4.18 告示
能も備えた施設を整備する。

123 野 営 場 静岡県賀茂郡南伊豆町（入間） 海水浴利用等のための野営場として整備する。 平8.4.18 告示

124 園 地 静岡県賀茂郡南伊豆町（大瀬） 磯遊びや釣り客等の休憩の場として整備する。 平8.4.18 告示

125 野 営 場 静岡県賀茂郡松崎町（雲見） 駿河湾の良好な景観を活かした野営場として整備 平8.4.18 告示
する。
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番号 種類 位置 整備方針 告示年月日

126 博物展示施設 静岡県賀茂郡西伊豆町（堂ヶ島） 堂ヶ島周辺の自然と歴史に関する情報の拠点とし 平8.4.18 告示
て休憩機能も備えた施設を整備する。

127 園 地 静岡県伊豆市（恋人岬） 駿河湾の展望及び休憩の場として整備する。 平8.4.18 告示

128 宿 舎 静岡県伊豆市（小下田） 駿河湾の展望の基地として宿舎施設を整備する。 平27.○.○告示
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（ウ）道路
ａ 車道
車道を次のとおりとする。

（表１９：道路（車道）表）

番号 路線名 区間 主要経路地 整備方針 告示年月日

１ 汐吹川奈吉田線 起点－静岡県伊東市（汐吹崎・国立公園境界） 汐吹崎 小室山周回道路として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県伊東市（吉田大ニトバ・車道合流点）
終点－静岡県伊東市（川奈殿山・車道合流点）

２ 伊豆半島周回線 起点－静岡県伊東市（久須美・国立公園境界） 富戸、八幡野、熱川、今井浜、 伊豆半島を周回する幹線利用道路として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡東伊豆町（大川・国立公園境界） 白浜、多々戸、湊、石廊崎、
起点－静岡県賀茂郡東伊豆町（大川・国立公園境界） 岩地、堂ヶ島、八木沢、舟山、
終点－静岡県賀茂郡東伊豆町（稲取・国立公園境界） 戸田
起点－静岡県賀茂郡東伊豆町（稲取・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡河津町（浜・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡河津町（谷津・国立公園境界）
終点－静岡県下田市（武ケ浜・国立公園境界）
起点－静岡県下田市（鍋田・国立公園境界）
終点－静岡県下田市（吉佐美・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡南伊豆町（日野・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡南伊豆町（入間・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡南伊豆町（妻良・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡南伊豆町（子浦・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡南伊豆町（子浦・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡南伊豆町（伊浜・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡松崎町（雲見・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡松崎町（道部・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡松崎町（江奈・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡西伊豆町（大浜・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡西伊豆町（沢田・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡西伊豆町（田子・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡西伊豆町（大田子・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡西伊豆町（安良里・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡西伊豆町（安良里・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡西伊豆町（安良里・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡西伊豆町（宇久須・国立公園境界）
終点－静岡県伊豆市（土肥・国立公園境界）
起点－静岡県伊豆市（土肥・国立公園境界）
終点－静岡県沼津市（戸田・国立公園境界）
起点－静岡県沼津市（鬼川・国立公園境界）
終点－静岡県沼津市（弁天島・国立公園境界）

３ 一碧湖線 起点－静岡県伊東市（吉田長畑・車道分岐点） 一碧湖 一碧湖探勝道路及び大室山園地への到達道路として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県伊東市（池柏戸・車道合流点）
終点－静岡県伊東市（吉田梅木平・車道合流点）

４ 伊東遠笠山線 起点－静岡県伊東市（富戸・車道分岐点） 大室山、富士見台 伊東温泉と天城高原遠笠山一帯を連絡する車道として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県伊豆市（遠笠山北方・国立公園境界） 伊豆半島周回線車道から分岐する。
起点－静岡県伊豆市（遠笠山西方・国立公園境界）
終点－静岡県伊豆市（遠笠山南西方）

５ 下田公園線 起点－静岡県下田市（鵜島・国立公園境界） 下田公園を周回する道路として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県下田市（坂下・国立公園境界）

６ 寒天線 起点－静岡県賀茂郡河津町（二階滝・車道分岐点） 天城峠線車道から分岐し八丁池麓の寒天へ到達する車道として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡河津町（寒天）

７ 波勝崎線 起点－静岡県賀茂郡南伊豆町（伊浜・国立公園境界） 伊浜 波勝崎園地への到達道路として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡南伊豆町（波勝崎）

８ 黄金崎線 起点－静岡県賀茂郡西伊豆町（宇久須） 黄金崎園地への到達道路として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡西伊豆町（黄金崎）
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番号 路線名 区間 主要経路地 整備方針 告示年月日

９ 古宇戸田峠線 起点－静岡県沼津市（古宇・車道分岐点） 戸田峠、真城山 沼津市街から戸田峠方面への到達道路として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県伊豆市（戸田峠・車道合流点） 伊豆半島周回線車道から分岐する。

１０ 修善寺達磨山線 起点－静岡県伊豆市（神戸沢・国立公園境界） 伊豆市から戸田峠方面への到達車道として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県伊豆市及び戸田村（戸田峠・車道合流点） 古宇戸田峠線車道に合流する。

１１ 箱根峠熱海峠線 起点－静岡県田方郡函南町（箱根峠・車道分岐点） 十国峠 箱根地域から伊豆半島への到達車道として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県熱海市及び田方郡函南町（熱海峠） 湯本箱根峠車道より分岐する。

１２ 天城峠線 起点－静岡県伊豆市（湯ヶ島・国立公園境界） 七滝 伊豆市から天城峠を経て河津町へ抜ける車道として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡河津町（梨本・国立公園境界）

１３ 発端丈山線 起点－静岡県沼津市（三津・国立公園境界） 発端丈山山麓 発端丈山山麓を通り、既設の修善寺達磨山線及び古宇戸田峠線に到達する車 平2.2.27告示
終点－静岡県沼津市（重須・国立公園境界） 道として整備する。
起点－静岡県伊豆市（達磨山東方・国立公園境界）
終点－静岡県伊豆市（達磨山東方・車道合流点）
起点－静岡県沼津市（足保・国立公園境界）
終点－静岡県沼津市（足保・車道合流点）

１４ 西天城高原線 起点－静岡県伊豆市（戸田峠・車道分岐点） 達磨山、船原峠 戸田峠から西伊豆山稜部を縦走し、風早峠へ到る車道として整備する。 平2.2.27告示
終点－静岡県伊豆市（戸田峠南東方・国立公園境界）
起点－静岡県伊豆市（達磨山北方・国立公園境界）
終点－静岡県伊豆市（風早峠・車道合流点）
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ｂ 歩道
歩道を次のとおりとする。

（表２０：道路（歩道）表）

番号 路線名 区間 主要経路地 整備方針 告示年月日

１ 発端丈山線 起点－静岡県沼津市（三津） 発端丈山 発端丈山へのハイキングコースとして整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県沼津市（重須・国立公園境界）

３ 日蓮崎線 起点－静岡県伊東市（富戸） 日蓮崎、城ヶ崎 城ヶ崎海岸から赤沢へ至る海岸部の自然探勝歩道として整備する。 平2.2.27告示
終点－静岡県伊東市（赤沢）

４ 須崎線 起点－静岡県下田市（外浦） 須崎 須崎半島を周回する自然探勝歩道として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県下田市（柿崎）

５ 下田湊線 起点－静岡県下田市（鍋田） 狼煙崎、田牛 下田から湊集団施設地区へ至る自然探勝ハイキングコースとして整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡南伊豆町（湊）

６ 稲取外浦線 起点－静岡県賀茂郡東伊豆町（稲取・国立公園境界） 今井浜、白浜 稲取から外浦へ至る自然探勝ハイキングコースとして整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡河津町（浜・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡河津町（谷津・国立公園境界）
終点－静岡県下田市（外浦）

７ 寒天八丁池線 起点－静岡県賀茂郡河津町（寒天） 寒天駐車場から八丁池方向へ到達する歩道として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡河津町及び伊豆市（寒天北方・歩道合流点） 伊豆山稜線歩道へ合流する。

８ 道部石廊崎線 起点－静岡県賀茂郡松崎町（道部） 波勝崎、妻良 松崎から石廊崎へ至る自然探勝ハイキングコースとして整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡南伊豆町（伊浜）
起点－静岡県賀茂郡南伊豆町（落居）
終点－静岡県賀茂郡南伊豆町（子浦）
起点－静岡県賀茂郡南伊豆町（妻良）
終点－静岡県賀茂郡南伊豆町（石廊崎）

９ 修善寺真城山線 起点－静岡県伊豆市（修善寺・国立公園境界） 伊豆市から真城山方向へ到達する歩道として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県沼津市（真城）

１０ 土肥大瀬崎線 起点－静岡県伊豆市（土肥・国立公園境界） 戸田、井田 土肥から大瀬崎へ至る自然探勝ハイキングコースとして整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県沼津市（戸田・国立公園境界）
起点－静岡県沼津市（鬼川・国立公園境界）
終点－静岡県沼津市（大瀬崎）

１１ 土肥堂ヶ島線 起点－静岡県伊豆市（土肥・国立公園境界） 八木沢、今山、堂ヶ島 土肥港から堂ヶ島へ至る自然探勝ハイキングコースとして整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡西伊豆町（宇久須・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡西伊豆町（安良里・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡西伊豆町（安良里・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡西伊豆町（安良里・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡西伊豆町（田子・国立公園境界）
起点－静岡県賀茂郡西伊豆町（田子・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡西伊豆町（沢田・国立公園境界）

１２ 伊豆半島山稜線 起点－静岡県田方郡函南町（箱根峠） 十国峠、熱海峠、玄岳、柏峠、 伊豆半島地域の山稜部を連絡する歩道として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県伊豆市及び沼津市（戸田峠） 冷川峠、天城連峰、仁科峠、

船原峠、達磨山

１３ 太郎杉線 起点－静岡県伊豆市（滑沢・歩道分岐点） 滑沢渓谷沿いの自然探勝路として整備する。 昭58.9.10告示
終点－静岡県伊豆市（太郎杉）

１４ 水生池八丁池線 起点－静岡県伊豆市（水生池・歩道分岐点） 湯ヶ島七滝線歩道から分岐して八丁池へ到達する自然探勝路として整備す 昭58.9.10告示
終点－静岡県伊豆市（八丁池・歩道合流点） る。 伊豆半島山稜線歩道へ合流する。

１５ 湯ヶ島七滝線 起点－静岡県伊豆市（湯ヶ島） 浄連滝、新天城峠、七滝 伊豆市から天城峠を経て河津町へ至る自然探勝、ハイキングコースとして 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡河津町（宗太郎・国立公園境界） 整備する。
起点－静岡県賀茂郡河津町（宗太郎・国立公園境界）
終点－静岡県賀茂郡河津町（梨本）
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番号 路線名 区間 主要経路地 整備方針 告示年月日

１６ 万三郎岳線 起点－静岡県伊豆市（万二郎岳登山口・歩道分岐点） 伊豆半島天城山系万三郎岳の自然探勝路として整備する。伊豆半島山稜線 平17.4.14告示
終点－静岡県伊豆市（万三郎岳・歩道合流点） 歩道へ合流する。
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（エ）運輸施設
運輸施設を次のとおりとする。

（表２１：運輸施設）

番号 路線名 種類 位置又は区間 主要経路地 整備方針 告示年月日

１ 索道運送施設 静岡県沼津市（淡島） 淡島への到達路線として整備 昭58.9.10告示
する。

２ 係留施設 静岡県沼津市（大瀬崎） 海上からの到達施設として整 昭58.9.10告示
備する。

３ 熱海峠富士 一般自動車道 起点－静岡県熱海市及び田方郡函南町（熱海峠） 玄岳、山伏峠 熱海峠から伊豆山稜部を縦走 昭58.9.10告示
見台線 終点－静岡県伊豆市（沢口・国立公園境界） する自動車道として整備する。

起点－静岡県伊豆市（岩山・国立公園境界）
終点－静岡県伊豆市（富士見台・車道合流点）

５ 索道運送施設 静岡県伊東市（大室山） 大室山への到達路線として整 昭58.9.10告示
備する。

６ 索道運送施設 静岡県下田市（寝姿山） 寝姿山への到達路線として整 昭58.9.10告示
備する。

７ 係留施設 静岡県賀茂郡南伊豆町（波勝崎） 海上からの到達施設及び海上 昭58.9.10告示
からの探勝のための施設として
整備する。

８ 係留施設 静岡県賀茂郡南伊豆町（石廊崎） 海上からの到達施設及び海上 昭58.9.10告示
からの探勝のための施設として
整備する。

９ 堂ヶ島線 船舶運送施設 起点－静岡県賀茂郡西伊豆町（堂ヶ島） 堂ヶ島周辺及び波勝崎へ至る 昭58.9.10告示
終点－静岡県賀茂郡南伊豆町（波勝崎） 海上からの探勝のための施設と
終点－静岡県賀茂郡西伊豆町（堂ヶ島） して整備する。

１０ 係留施設 静岡県伊豆市（土肥） 海上からの到達施設として整 昭58.9.10告示
備する。
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番号 路線名 種類 位置又は区間 主要経路地 整備方針 告示年月日

１１ 鋼索鉄道 静岡県田方郡函南町及び熱海市（十国峠） 十国峠への到達路線として整 昭58.9.10告示
運送施設 備する。
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４ 参考事項
（１）過去の経緯（伊豆半島地域）
ア 公園区域
昭和３０年 ３月１５日 区域指定（富士箱根国立公園の区域へ編入され富士箱根伊

豆国立公園と名称変更）
特別地域、特別保護地区の指定
集団施設地区、単独施設、道路等の計画決定

昭和５６年 ６月２０日 山稜部の再検討
新天城峠から八丁池を結ぶの区域の拡張（特別地域の一部
実態に合わせた地種区分の変更）

昭和５８年 ９月１０日 全域について再検討
区域の一部拡張、削除及び特別地域の一部拡張、削除

平成 ２年 ２月２７日 公園区域及び公園計画の一部変更（第一次点検）

平成 ８年 ４月１８日 公園区域及び公園計画の一部変更（第二次点検）

平成１７年 １月１４日 公園区域及び公園計画の一部変更（第三次点検）

イ 規制計画
昭和３０年 ３月１５日 特別地域及び特別保護地区の指定
昭和５６年 ６月２０日 山稜部の再検討（特別地域の一部地種区分の変更）
昭和５８年 ９月１０日 全域について再検討
平成 ２年 ２月２７日 第１回点検
平成 ８年 ４月１８日 第２回点検
平成１７年 １月１４日 第３回点検

ウ 事業計画
昭和３０年 ３月１５日 集団施設地区ほか利用施設計画決定
昭和５６年 ６月２０日 山稜部の再検討
昭和５８年 ９月１０日 全域について再検討
平成 ２年 ２月２７日 第１回点検
平成 ８年 ４月１８日 第２回点検
平成１７年 １月１４日 第３回点検
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第１ 公園計画の変更 

 １ 変更理由 

富士箱根伊豆国立公園は、昭和１１年２月１日に富士箱根国立公園として指

定され、昭和３０年３月１５日に伊豆半島を追加指定し、富士箱根伊豆国立公

園に名称変更した。 

伊豆半島地域は、太平洋に突出した火山半島に位置し、複雑な火山活動と一

体の隆起沈降によって形成された半島としては珍しい複雑な地形を呈しており、

Ｕ字形の山稜に沿った細長い帯状の地域と海岸沿いの帯状の地域からなる。半

島の海岸部を形成するリアス海岸等の多様な海岸地形のほか、最高峰の万三郎

岳を中心とした天城山系の温帯林の原生的な植生景観も特徴的である。 

当該地域は昭和５６年に山稜部、昭和５８年に海岸部の公園計画の全般的な

見直し（再検討）が行われ、平成２年（第１次）、平成８年（第２次）及び平

成１７年（第３次）に公園計画の点検を行い、現在に至っている。 

本地域の主たる利用形態は、利用拠点を自動車交通により結ぶ道路公園とし

ての利用が特色であり、ほぼ全域に亘って湧出する数多くの温泉での保養と、

そこを利用拠点としての自然探勝、散策、釣り、海水浴等及びこれらの利用拠

点間の移動手段としてのドライブが中心となっており、これまで、これら各地

点の特性を生かしつつ、周辺との関連を配慮し、地域全体として有機的な利用

が図られるよう公園計画を整備してきたところである。 

第３次点検から 10 年が経過し、最近の第二東名高速道路、伊豆縦貫道等の新

たな高速道路の整備をはじめとした道路交通事情の変化に伴い、伊豆半島地域

全体の利用動態にも変化が生じつつあるなか、富士山が世界文化遺産に登録さ

れて以降、海越しに富士山を眺める伊豆西海岸の展望景勝地の利用ニーズが高

まるなど、伊豆半島全体として適正な公園利用の整備・促進が求められている。 

今回の点検は、上記のような本地域を取り巻く社会情勢の変化が生じたため、

これらの社会的要請等に対応し、より一層の適切な公園管理と適正な利用促進

の観点から、現行計画を踏まえつつ、施設計画の変更を内容とする公園計画の

変更（第４次点検）を行うものである。 
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２ 事業計画の内容変更 

  （１）施設計画 

   ア 利用施設計画 

     利用施設計画の一部を次のとおり変更する。 

 

    （ア） 単独施設 

     次の単独施設を追加する。 

（表１：単独施設表） 

番号 種類 位  置 整備方針 告示年月日 

127 宿 舎 静岡県伊豆市（小下田） 海岸探勝の基地としての宿泊施設を整備する。 新  規 

 

２ 


